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永
瀬
清
子
の
詩
の
世
界

～
梅
咲
く
頃
に
生
ま
れ
て
～

123

4

清子の詩を題材に作られた布絵が飾られた
舞台で現代詩をうたうバンドDiVaと谷川俊
太郎さんによる記念公演

赤
磐
市
制
施
行
10
周
年・永
瀬
清
子
生
誕
１
１
０
年
記
念

〈
第
19
回
朗
読
会
〉

　

2
月
14
日
、
く
ま
や
ま
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
、
第
19
回
朗
読
会
「
永

瀬
清
子
の
詩
の
世
界
」
が
開
催
さ
れ
、

会
場
は
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
約

４
５
０
人
の
参
加
者
で
埋
め
つ
く
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
舞
台
に
は
、
清
子
の
詩

を
題
材
に
作
ら
れ
た
大
型
の
布
絵
が

高
々
と
掲
げ
ら
れ
、
幕
開
け
を
飾
っ

た
「
清
子
作
品
の
合
唱
と
朗
読
」
に

も
、
華
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
第
13
回
永
瀬
清

子
賞
表
彰
式
で
は
、
市
内
外
の
小
中

学
生
14
人
が
表
彰
さ
れ
、
受
賞
作
品

を
朗
読
し
た
優
秀
賞
受
賞
者
そ
れ
ぞ

れ
に
は
、
詩
人
の
谷
川
俊
太
郎
さ
ん

か
ら
温
か
い
励
ま
し
の
言
葉
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
谷
川
さ
ん
が
、
自
作
の

追
悼
詩
「
永
瀬
清
子
さ
ん
の
ち
ゃ
ぶ

だ
い
」
や
、
清
子
の
代
表
作
の
中
か

広報あかいわ（平成28年4月号） 2



①詩を朗読する谷川俊太郎さん ②永瀬清子賞選考の経過報告をする中桐美和子
さん ③「元日」を朗読する樅野志郎さん ④赤坂グリーンヒルズの皆さんによる合
唱 ⑤市長から賞状を贈られ、晴れやかな表情で受け取る受賞者 ⑥⑦優秀賞受賞者
が受賞作品を朗読 ⑧2階展示室には関連資料を展示

56

7

8

現在の赤磐市松木に生

まれる。生 涯 現 役 の

詩 人を貫 い た 現 代

詩の母。みずみずし

い言葉で自然や生活

をうたった。詩集に『グレ

ンデルの母親』（第1詩集）、『美しい国』、

『春になればうぐいすと同じに』、短章集

『流れる髪』、随筆集『光っている窓』、絵

本『ひでちゃんのにっき』、『ぼくと母さん

のうた』など多数。詩集『あけがたにくる

人よ』で地球賞、ミセス現代詩女流賞受

賞。日本現代詩人会物故名誉会員。

永瀬清子プロフィール
詩 人

（明治39年2月17日～平成7年2月17日）

永 瀬 清 子 の 詩 の 世 界

私
の
名
前
に
︱
終
詩

私
は
泉
の
よ
う
に
湧
い
て
い
る

朝
も
夕
べ
も
。

け
れ
ど
も
誰
も
み
つ
け
な
い

そ
の
苔
や
落
葉
の
中
を
。

何
の
た
め
に
鳴
る
と
も
知
れ
ず

し
か
し
私
の
噴
き
出
る
の
は

地
下
の
う
つ
く
し
い
大
き
な
流
れ
の
た
め
だ
。

ど
ん
な
地
図
に
も
の
ら
な
い
で
、

ま
っ
く
ら
な
ひ
と
り
の
世
界
で
。

い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
溶
か
し
な
が
ら

い
つ
も
渝か

わ

ら
ぬ
清
さ
と
温
度
で

あ
あ
あ
あ
私
は
深
い
地
層
を
ゆ
く
。

も
し
や
た
ま
た
ま
わ
が
泉
を
汲
む
人
が
あ
れ
ば

私
の
詩
は
そ
の
人
の
血
に
ま
じ
る
だ
ろ
う
。

私
の
響ひ

び
き

は
そ
の
人
の
胸
の
底
で
再
び
鳴
り

そ
の
人
は
地
下
の
流
れ
を
信
ず
る
だ
ろ
う
。

そ
の
人
は
思
う
だ
ろ
う
見
た
事
の
な
い
地
下
の
流
れ
を
。

私
は
誰
に
も
逢
わ
な
い
。

何
年
も
又
何
十
年
も

私
は
人
の
た
め
に
湧
い
て
い
る
の
で
も
な
い
。

し
か
し
私
自
身
の
た
め
に
の
み
湧
い
て
い
る
の
で
も
な
い
。

何
か
が
私
を
唄
わ
す
。

朝
の
よ
う
に
夕
の
よ
う
に

古
く
て
又
新
ら
し
い
歌
を
。

け
れ
ど
も
人
を
呼
ぶ
の
は
歌
の
運
命
な
の
だ
。

た
く
さ
ん
の
む
な
し
い
浪
費
の
あ
と
で

忘
れ
が
た
く
生
甲
斐
の
あ
る
調
べ
を

や
が
て
人
々
の
胸
に
私
は
贈
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　（
永
瀬
清
子
『
美
し
い
国
』
一
九
四
八
年
二
月
　
炉
書
房
）

ら
「
イ
ト
ハ
ル
カ
ナ
ル
海
ノ
ゴ
ト
ク
」

な
ど
を
朗
読
し
な
が
ら
、
清
子
の
人

柄
と
作
品
の
独
自
性
に
つ
い
て
、「
清

子
の
よ
う
に
女
性
で
あ
る
こ
と
と
詩

を
書
く
こ
と
が
一
体
化
し
て
い
る
詩

人
は
他
に
は
い
な
い
」
と
お
話
し
さ

れ
、
興
味
深
い
内
容
に
参
加
者
は
引

き
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
代
詩
を
う
た
う
バ
ン
ドD

デ
ィ
ー
バ

iV
a

も
、清
子
の
詩
「
早
春
」
の
ほ
か
、谷

川
俊
太
郎
さ
ん
や
、
ま
ど
・
み
ち
お

さ
ん
ら
の
詩
に
曲
を
つ
け
た
楽
曲
を

演
奏
。
会
場
内
に
響
き
あ
う
詩
と
音

楽
で
、
永
瀬
清
子
生
誕
１
１
０
年
を

お
祝
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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情報ボックス
INFORMATION BOX 

■
受
験
資
格

⑴
昭
和
61
年
４
月
２
日
〜
平
成

７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

⑵
平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
次
の
要
件
を
満
た
す
人

①
大
学
を
卒
業
し
た
人
と
平

成
29
年
３
月
ま
で
に
大
学

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
に
当
て
は
ま

る
人
と
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
る
人

■
採
用
人
数
／
人
事
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
受
験
申
込
方
法
／
原
則
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト（http://w

w
w

.
jinji-shiken.go.jp/juken.
htm

l

）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

が
で
き
な
い
場
合
は
、受
験
申

込
書
を
第
１
次
試
験
地
に
対

応
す
る
国
税
局
に
郵
送
ま
た

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
験
受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
…
４
月
１

日
㈮
〜
13
日
㈬

※
４
月
13
日
㈬
ま
で
に
申
し
込

み
デ
ー
タ
を
受
信
完
了
し
た

も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

・
郵
送
・
持
参
…
４
月
１
日
㈮
〜

４
日
㈪
当
日
消
印
有
効

■
第
１
次
試
験

・
試
験
日
…
５
月
29
日
㈰

・
試
験
地
…
広
島
国
税
局
管
内
で

は
、
松
江
市
、
岡
山
市
、
広
島
市

・
試
験
種
目
…
基
礎
能
力
試
験

（
多
肢
選
択
式
）、
専
門
試
験

（
多
肢
選
択
式
、
記
述
式
）

・
第
１
次
試
験
合
格
発
表
日
…

６
月
28
日
㈫

■
第
２
次
試
験

・
試
験
日
…
７
月
12
日
㈫
〜
20

日
㈬
で
指
定
す
る
日

・
試
験
地
…
広
島
国
税
局
管
内

で
は
、
広
島
市

・
試
験
種
目
…
人
物
試
験
、身
体

検
査

・
最
終
合
格
発
表
日
…
８
月
22

日
㈪

■
問
い
合
わ
せ
・
請
求
先

・
広
島
国
税
局
人
事
第
二
課

　
試
験
研
修
係

　
〒
７
３
０︲

８
５
２
１

　
広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
６︲

30

　
☎
０
８
２（
２
２
１
）９
２
１
１

・
瀬
戸
税
務
署
総
務
課

　
☎
０
８
６（
９
５
２
）１
１
５
５

・
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.nta.go.jp

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
大
切
な

人
の
大
切
な
命
を
救
う
こ
と
が

で
き
る
の
は
そ
ば
に
居
る
あ
な

た
で
す
！

　

心
臓
が
止
ま
っ
た
と
き
に
有

効
な
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
や
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
方
法
、そ
の
他
ケ

ガ
に
対
す
る
適
切
な
応
急
手
当

て
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
説
明

し
ま
す
。年
齢
や
性
別
は
問
い
ま

せ
ん
。こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

※ 

受
講
希
望
者
が
少
数
の
場
合

は
や
む
を
得
ず
中
止
と
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。ご
了
承
く

だ
さ
い
。

■
日
時
／
４
月
24
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
正
午

■
場
所
／
赤
磐
市
消
防
本
部

■
受
講
人
数
／
10
人
程
度

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
期
限
／
４
月
15
日
㈮

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
消
防

本
部
警
防
課
救
急
係

　

聴
覚
障
害
者
な
ど
の
社
会
参

加
を
促
進
す
る
た
め
、手
話
の
入

門
講
座
を
開
講
し
ま
す
。手
話
に

関
心
の
あ
る
人
や
勉
強
し
て
み

た
い
人
は
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
こ
の
講
座
は
、初
心
者
を
対

象
に
し
て
お
り
、楽
し
く
手
話
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
日
時
／
５
月
12
日
㈭
開
講

　
毎
週
木
曜
日
（
全
18
回
）

　
午
後
７
時
〜
９
時

■
場
所
／
中
央
公
民
館

■
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
18

歳
以
上
の
人

■
内
容
／
手
話
奉
仕
員
養
成
講

座
入
門
課
程

■
定
員
／
15
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
無
料（
教
材
代
な
ど

実
費
は
自
己
負
担
）

■
申
込
期
限
／
５
月
２
日
㈪

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

社
会
福
祉
課

　
FAX（
９
５
５
）１
１
１
８

■電話番号一覧 ※情報ボックス・コラム内でお知らせする市役所関係の電話番号は下記のとおりです。

●本庁代表…………………☎︎ 955-1111

　▷秘書企画課政策企画班…☎︎ 955-2692

　▷くらし安全課…………☎︎ 955-2650

　▷環境課…………………☎︎ 955-5347

　▷社会福祉課……………☎︎ 955-1115

　▷健康増進課……………☎︎ 955-1117

　▷介護保険課地域包括支援センター…☎︎ 955-1470

　▷商工観光課……………☎︎ 955-6175

●赤坂支所代表……………☎︎ 957-2222

　▷ 市民生活課……………☎︎ 957-4823

　▷ 地域包括支援センター赤坂分室…☎︎ 957-4822

　▷ 産業建設課……………☎︎ 957-4824

●熊山支所代表……………☎︎ 995-1211

　▷市民生活課……………☎︎ 995-1214

　▷地域包括支援センター熊山分室…☎︎ 995-2350

●吉井支所代表……………☎︎ 954-1111

　▷市民生活課……………☎︎ 954-1183

　▷地域包括支援センター吉井分室…☎︎ 954-1112

●教育委員会
　▷熊山分室………………☎︎ 995-1360

●消防本部…………………☎︎ 955-2244

　▷警防課救急係…………☎︎ 955-2254

●エコプラザあかいわ……☎︎ 955-1560

●
募
集

楽
し
い
手
話
講
座
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

●
募
集

救
命
講
習
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

救
命
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
！

●
募
集

国
税
庁
で
は
、国
税
専
門
官
を

募
集
し
て
い
ま
す

広報あかいわ（平成28年4月号） 4



情
報
ボ
ッ
ク
ス

コ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

公
民
館

カ
レ
ン
ダ
ー

市
政
情
報

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、4ページの電話番号一覧をご覧ください。

受験種目 対　　　　象　　　　者 受付期間 試験日

幹部候補生

一　　般

大卒程度

22歳以上26歳未満の人
（20歳以上22歳未満の人
は大卒（見込み含む）、修
士課程修了者など（見込み
含む）は28歳未満） 3/1～5/6

＜１次＞
5/14・15

※ 5/15については飛
行要員希望者のみ

院 卒 者
修士課程修了者など（見込
み含む）で、20歳以上28

歳未満の人

歯科・薬剤科
専門の大卒（見込み含む）20歳以上30

歳未満の人（薬剤は20歳以上28歳未満
の人）

3/1～5/6
＜１次＞
5/14

予備自衛官補

一　　般 18歳以上34歳未満の人
①1/8～4/8

②7/1～9/16

①4/15～4/19

②9/30～10/3

※ いずれか１日を指定
されます技　　能 18歳以上で国家免許資格などがある人

（資格により53歳未満~55歳未満の人）

　

市
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

地
域
の
道
路
や
河
川
な
ど
を
愛

着
と
責
任
を
も
っ
て
清
掃
美
化

す
る
「
ア
ダ
プ
ト
活
動
団
体
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
き
れ
い

な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先
／
本
庁
環

境
課
、
各
支
所
市
民
生
活
課

　

防
衛
省
で
は
、
平
成
28
年
度

各
種
自
衛
官
等
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
主
な
日
程
は
表
の
と
お

り
で
す
。
詳
し
い
資
料
が
必
要

な
場
合
は
、
自
衛
隊
岡
山
募
集

案
内
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
状
況
に
よ
り
、
試
験
日
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・
自
衛
隊 

岡
山
募
集
案
内
所

　
☎
０
８
６（
２
２
４
）２
８
２
４

　

h
ttp

://w
w

w
.m

o
d

.
go.jp/pco/okayam

a/

　

エ
コ
プ
ラ
ザ
あ
か
い
わ
内
に

あ
る
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
、

ま
だ
再
使
用
で
き
る
リ
ユ
ー
ス

品
の
受
け
入
れ
や
無
料
提
供
の

ほ
か
入
札
や
抽
選
に
よ
る
有
料

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回

は
、入
札
会
と
無
料
提
供
を
行
い

ま
す
。

■
参
加
資
格
／
市
内
在
住
、
ま

た
は
在
勤
の
20
歳
以
上
の
人

■
入
札
品
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
確
認
で
き
ま
す
。

■
申
込
期
間
／
４
月
11
日
㈪
〜

５
月
５
日
㈭ 

午
後
２
時

■
開
札
日
時
／
５
月
５
日
㈭

　
午
後
２
時
〜

※
落
札
し
た
人
に
は
、
落
札
通

知
書
を
送
り
ま
す
。

■
開
館
日
時
／
毎
週
月
・
木
・
金

曜
日
、
第
２
・
第
４
土
曜
日

　
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時

〜
午
後
４
時

※
土
曜
日
の
ご
み
の
持
ち
込
み

は
一
切
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

土
曜
日
の
入
口
は
西
側
の
門

で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
エ
コ
プ
ラ

ザ
あ
か
い
わ

　

求
職
者
支
援
訓
練
と
は
、
雇

用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
求
職

者
な
ど
を
対
象
に
、
全
国
の
民

間
教
育
訓
練
機
関
が
実
施
す
る

「
就
職
」
を
目
的
と
し
た
公
的
な

職
業
訓
練
で
す
。

　

今
回
、
５
月
か
ら
６
月
に
開

講
す
る
コ
ー
ス
の
受
講
者
を
順

次
、
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
科
／
基
礎
コ
ー
ス
・
実

践
コ
ー
ス
（
介
護
福
祉
、
医

療
事
務
、
事
務
分
野
な
ど
）

※
開
講
日
、
訓
練
期
間
（
３
カ
月

か
ら
６
カ
月
）
な
ど
は
各
コ
ー

ス
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

■
受
講
料
／
原
則
無
料
（
テ
キ

ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担
）

※
一
定
の
要
件
（
収
入
・
資
産

な
ど
）
を
満
た
す
人
に
は
、

職
業
訓
練
受
講
給
付
金
（
月

10
万
円
＋
交
通
費
〈
所
定
の

額
〉
）
が
支
給
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
所
定
の
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
和
気

　
☎
０
８
６
９（
９
３
）１
１
９
１

●
募
集

第
５
回
リ
ユ
ー
ス
品
提
供
入
札
会
の

申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

●
募
集

求
職
者
支
援
訓
練（
５
月
〜
６
月

開
講
コ
ー
ス
）受
講
者
募
集

●
募
集

「
ア
ダ
プ
ト
活
動
団
体
」募
集

●
募
集

自
衛
官
等
募
集
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今
、音
楽
を
使
っ
た
認
知
症

の
予
防
法
や
リ
ハ
ビ
リ
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
懐
か
し
い
歌

を
歌
い
、
仲
間
と
楽
し
く
音
楽
に

親
し
む
こ
と
で
、
脳
の
血
流
を
良

く
し
、
脳
の
老
化
を
予
防
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
身
近
な
音
楽
を
聴
く
こ
と
で
心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ

せ
、
心
の
安
定
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
認
知
症
の
予
防
に
関

心
の
あ
る
皆
さ
ん
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
（
５
月
か
ら
平
成
29
年
３
月
ま
で
）

■
初
回
開
催
日
／
5
月
17
日
㈫

■
場
所
／
山
陽
公
民
館

■�

対
象
／
認
知
症
予
防
に
関
心
が
あ
る
65
歳
以
上
の
人
で

継
続
し
て
参
加
で
き
る
人

■
講
師
／
小
堀　

佳
代
子
さ
ん
（
音
楽
講
師
）

■
定
員
／
50
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
無
料

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

・
本
庁
介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
い
き
い
き
脳
の
音
楽
教
室
」

 

教
室
生
大
募
集
‼

学習の様子学習後の談話

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
認
知
症
予
防
♪

◎「
い
き
い
き
脳
の
健
康
教
室
」

　
参
加
者
の
声

▼
週
に
１
回
こ
の
教
室
に
参
加

す
る
こ
と
で
、
良
い
生
活
リ

ズ
ム
が
で
き
ま
し
た
。
毎
日

の
自
宅
学
習
も
、
少
し
物
足

り
な
い
く
ら
い
の
量
が
ち
ょ

う
ど
よ
く
、
６
カ
月
間
継
続

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
優
し

い
詩
や
童
話
が
教
材
に
は
載

せ
ら
れ
て
い
て
、
昔
を
思
い

出
し
、
懐
か
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。

▼
教
室
生
の
皆
さ
ん
や
、
こ
の

教
室
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た

だ
い
た
認
知
症
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
会
っ
て

話
を
す
る
の
が
楽
し
み
で
し

た
。
週
１
回
必
ず
出
か
け
る

き
っ
か
け
に
な
り
、
友
人
も

た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
ほ
か
の
公
民
館
講
座
な

ど
に
も
関
心
を
持
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

▼
毎
日
の
教
材
を
使
っ
て
の
自

宅
学
習
は
、
小
学
生
の
孫
と

一
緒
に
時
間
を
作
っ
て
行
い

ま
し
た
。
そ
の
こ
と
で
、
と

て
も
い
い
生
活
習
慣
が
身
に

つ
い
た
と
思
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
各
支
所
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
分
室

　
市
で
は
、加
齢
に
よ
り
低
下
し

が
ち
な
脳
の
働
き
を
活
性
化
さ

せ
る
た
め
に
、「
い
き
い
き
脳
の

健
康
教
室
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
「
い
き
い
き
脳
の
健
康
教
室
」

は
、
読
み
書
き
（
音
読
）・
簡
単

な
計
算
の
教
材
を
使
っ
て
継
続

的
に
学
習
す
る
と
、脳
の
前
頭
前

野
が
活
性
化
さ
れ
、高
齢
者
の
認

知
症
予
防
に
効
果
が
あ
る
と
い

う
東
北
大
学
の
川
島
教
授
の
研

究
成
果
を
基
に
行
い
ま
す
。

　

最
近
も
の
忘
れ
が
気
に
な
り

始
め
た
と
い
う
人
や
、認
知
症
の

予
防
に
関
心
の
あ
る
人
、出
か
け

る
場
所
を
見
つ
け
た
い
と
い
う

人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
内
容
／
読
み
書
き
・
簡
単
な
計

算
の
学
習
を
行
な
い
ま
す
。

■
対
象
／
独
力
で
教
室
に
通
え

る
65
歳
以
上
の
市
民
で
、週
１

回
の
学
習
教
室
参
加
と
毎
日

10
分
程
度
の
自
宅
学
習
が
可

能
な
人

■
学
習
期
間
／
５
月
か
ら
10
月

ま
で
の
約
６
カ
月
間

■
学
習
曜
日
／
毎
週
金
曜
日

■
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
正

午
の
間
の
60
分
程
度

■
場
所
／
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
定
員
／
20
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
月
額
２
２
６
０
円

■
事
前
説
明
会
／
５
月
20
日
㈮ 

午
前
10
時
か
ら
赤
坂
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
に
て

※
詳
細
は
後
日
案
内
し
ま
す
。

■
申
込
期
限
／
５
月
６
日
㈮

●
募
集

気
軽
に
楽
し
く
脳
ト
レ
を
！

「
い
き
い
き
脳
の
健
康
教
室
」

学
習
者
募
集

広報あかいわ（平成28年4月号） 6
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地域 月　　日 時　　間 場　　所

吉　

井

5月 9日㈪
10：00～11：30 仁堀出張所

13：00～14：30 山方研修センター

5月10日㈫
10：00～12：00

吉井支所
13：00～15：00

熊　

山
5月11日㈬

10：00～12：00 熊山支所

13：30～15：30
岡山東農業協同組合
可真事業所

赤　

坂

5月12日㈭
10：00～12：00 岡山東農業協同組合

赤坂支店
13：00～15：00

5月13日㈮
10：00～12：00 岡山東農業協同組合

笹岡事業所
13：00～15：00

山　

陽

5月16日㈪
10：00～12：00 高月公民館

13：30～15：30 西山公民館

5月17日㈫
10：00～12：00

山陽産業会館
13：00～15：00

　

取
引
・
証
明
に
使
用
さ
れ
て

い
る
は
か
り(

家
庭
用
を
除
く)

は
、
計
量
法
に
よ
り
２
年
に
１

回
の
定
期
検
査
を
受
け
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
特
定
計
量
器
定

期
検
査
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
の
で
、
こ
れ
に
該
当
す
る

は
か
り
は
、
必
ず
受
検
し
て
く

だ
さ
い
。

※
検
査
は
、
は
か
り
の
種
類
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
有

料
で
す
。

■
検
査
対
象

・
商
店
、
事
務
所
、
農
作
物
な

ど
の
取
引
に
使
用
す
る
商
売

用
は
か
り

・
病
院
、
医
院
、
薬
局
な
ど
の

業
務
用
は
か
り

・
学
校
、
幼
稚
園
、
福
祉
施
設

な
ど
の
体
重
測
定
用
は
か
り

・
宅
急
便
取
次
店
な
ど
の
料
金

特
定
用
は
か
り

■
問
い
合
わ
せ
先　

・（
一
社
）
岡
山
県
計
量
協
会

　
☎
０
８
６（
２
４
２
）３
１
５
０

・
本
庁
商
工
観
光
課

れ
て
お
り
、原
因
は
特
定
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

〈
正
し
く
理
解
し
て
く
だ
さ
い
〉

　
「
発
達
障
害
」
へ
の
理
解
は
さ

ま
ざ
ま
で
、ま
だ
周
囲
に
誤
解
さ

れ
て
い
る
部
分
が
多
い
の
が
実

情
で
す
。障
害
ゆ
え
に
本
人
な
り

の
努
力
で
は
解
決
で
き
な
い
こ

と
も
多
く
、
間
違
っ
た
対
応
に

よ
っ
て
苦
し
ん
で
い
る
人
も
多

い
の
で
す
。

　
障
害
を
正
し
く
理
解
し
、そ
の

人
の
特
性
に
合
っ
た
対
応
を
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、社
会

に
適
応
し
安
定
し
た
暮
ら
し
も

で
き
ま
す
。発
達
障
害
の
正
し
い

理
解
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

〈
こ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
〉

・
集
団
生
活
に
馴
染
め
な
い
…

・
う
ち
の
子
、
言
葉
が
遅
い
ん

だ
け
ど
…

・
動
き
に
落
ち
着
き
が
な
く
て

困
る

・
学
校
の
先
生
か
ら
病
院
受
診

を
勧
め
ら
れ
た
け
ど
、
う
ち

の
子
障
害
が
あ
る
の
？　

…
な
ど
、気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ

た
ら
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
相
談
し
た
い
と
思
っ
た
ら
〉

・
あ
か
い
わ
発
達
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
※
要
電
話
予
約
）

　
☎
０
８
６（
２
２
９
）１
１
５
０

　
市
で
は
、高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
送

れ
る
よ
う
、地
域
ぐ
る
み
の
支
え

合
い
の
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と

を
目
的
に
、市
内
で
活
動
す
る
住

民
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
法
人
、
各
種

任
意
団
体
な
ど
が
行
う
活
動
を

応
援
し
ま
す
。

■
事
業
概
要

　

介
護
予
防
や
閉
じ
こ
も
り
予

防
な
ど
を
目
的
に
、高
齢
者
の
居

場
所
づ
く
り
を
継
続
的
に
実
施

す
る
見
込
み
が
あ
る
事
業
の
運

営
に
つ
い
て
、必
要
経
費
を
基
準

額
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

例
介
護
予
防
教
室
、
集
い
の
場
、

認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど

※
１
回
あ
た
り
の
利
用
者
が
10

人
以
上
で
あ
る
こ
と

■
申
込
期
間
／
随
時

■
補
助
対
象
団
体
／
次
の
要
件

を
す
べ
て
満
た
す
団
体

①
３
人
以
上
で
構
成
さ
れ
て
い

る
こ
と

②
事
業
を
継
続
し
て
実
施
す
る

見
込
み
が
あ
る
こ
と

③
宗
教
活
動
、政
治
活
動
お
よ
び

選
挙
活
動
を
行
っ
て
い
な
い

こ
と　
な
ど

■
補
助
金
額

・
月
１
回
以
上
開
設
の
場
合
…

年
額
上
限
５
万
円

・
週
１
回
以
上
開
設
の
場
合
…

年
額
上
限
20
万
円

※
事
業
の
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

　
４
月
２
日
は
、国
連
が
採
択
し

た
「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
で

す
。
ま
た
、４
月
２
日
か
ら
の
１

週
間
は
「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」

で
す
。
４
月
２
日
に
は
東
京
タ

ワ
ー
が
青
色
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
る
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
名
所

で
啓
発
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ

ま
す
。

〈
発
達
障
害
と
は
？
〉

　
「
発
達
障
害
」
に
は
、
自
閉
症
、

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
な
ど
の

広
汎
性
発
達
障
害
、
学
習
障
害
、

注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
な
ど
が

あ
り
ま
す
。脳
の
機
能
障
害
と
さ

●
募
集

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

構
築
促
進
事
業 

活
動
団
体
募
集

●
お
知
ら
せ

知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」と

「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」

●
お
知
ら
せ

は
か
り
の
定
期
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

広報あかいわ（平成28年4月号）7
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■定例寄席 平成28年度予定
月　　日 会　　場

平　
　

成　
　

28　
　

年

4 月 2 3 日 ㈯ お 笑 い 赤 坂 亭

5 月 2 8 日 ㈯ 赤 坂 健 康 管 理 セ ン タ ー

6 月 2 5 日 ㈯ お 笑 い 赤 坂 亭

7 月 2 3 日 ㈯ お 笑 い 赤 坂 亭

8 月 2 7 日 ㈯ 吉 井 公 民 館

9 月 2 4 日 ㈯ お 笑 い 赤 坂 亭

10月22日㈯ 熊 山 公 民 館

11月26日㈯ お 笑 い 赤 坂 亭

12月24日㈯ 笹 岡 公 民 館

平
成
29

年

1 月 2 8 日 ㈯ お 笑 い 赤 坂 亭

2 月 2 5 日 ㈯ 中 央 公 民 館

3 月 2 5 日 ㈯ お 笑 い 赤 坂 亭

■運動の重点目標
①最重点目標（運動の基本）
・子どもと高齢者の交通事故防止
②重点目標
・自転車の安全利用の推進（特に、岡山県自転車安
全利用５則の周知徹底）

・後部座席を含めたすべての座席のシートベルトと
チャイルドシートの正しい着用の徹底

・飲酒運転の根絶
・合図の徹底（進路変更3秒前・交差点等右左折時
30m手前の合図遵守）

・信号の厳守（「赤色・黄色信号は止まれ」の遵守）
・スピードダウンの励行

●問い合わせ先／本庁くらし安全課

■運動期間
　４月６日㈬から１５日㈮までの１０日間

■スローガン
　「あの道�この道�慣れた道�安全確認�もう一度」

事故はほんの少しの
気の緩みで起きます。この

期間中に、家庭や地域、学校・職場
で交通安全について話し合い、
みんなで、事故や違反のない

赤磐市にしましょう。

平成28年 春の交通安全県民運動

す
。
カ
ー
ド
は
、
各
会
場
の

ほ
か
、
本
庁
商
工
観
光
課
ま

た
は
各
支
所
で
、
４
月
か
ら

お
渡
し
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
商
工

観
光
課
、
赤
坂
支
所
産
業
建

設
課

　

協
会
け
ん
ぽ
は
、
中
小
企
業

な
ど
で
働
く
従
業
員
と
そ
の
家

族
の
皆
さ
ん
が
加
入
す
る
健
康

保
険
で
す
。
平
成
28
年
３
月
分

（
４
月
納
付
分
）
か
ら
岡
山
支
部

の
健
康
保
険
料
率
は
10
・
10
％

に
引
き
上
げ
、
40
歳
か
ら
64
歳

ま
で
の
人
が
対
象
と
な
る
介
護

保
険
料
率
は
、
１
・
58
％
に
据

え
置
か
れ
ま
す
。

※ 

任
意
継
続
被
保
険
者
は
、
平

成
28
年
４
月
分
か
ら
変
更
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・
協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部

　
☎
０
８
６（
８
０
３
）５
７
８
０

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.kyoukaikenpo.or.jp/

　
「
お
笑
い
赤
坂
亭
」
で
は
、
気

軽
に
本
格
落
語
を
お
楽
し
み
い

た
だ
く
た
め
、毎
月
１
回
定
例
寄

席
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
雷
門
喜
助
師
匠
と

若
手
噺は

な
し
か家
の
落
語
や
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
で
、老
若
男
女
を
問
わ
ず

楽
し
め
ま
す
。

　
今
年
度
も
年
５
回
、惣
分
の
お

笑
い
赤
坂
亭
を
飛
び
出
し
、各
地

域
へ
出
向
い
て
寄
席
を
行
い
ま

す
。

　

年
間
予
定
表
は
左
の
と
お
り

で
す
。開
演
時
間
な
ど
は
別
途
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、皆
さ
ん

お
誘
い
合
わ
せ
、お
越
し
く
だ
さ

い
。

■
料
金
／
大
人
５
０
０
円
、
小

学
生
以
下
２
５
０
円

■
そ
の
他
／
来
場
者
に
は
特
典

付
き
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
を
お

配
り
し
、
ス
タ
ン
プ
の
数
に

よ
り
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま

●
お
知
ら
せ

協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部
の

健
康
保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す

●
催
し

お
笑
い
赤
坂
亭

定
例
寄
席
の
ご
案
内

広報あかいわ（平成28年4月号） 8
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◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、4ページの電話番号一覧をご覧ください。

●絵本はともだち　毎週水曜日 午前10時30分～11時
●おはなしかい　毎週土曜日 午前10時30分～11時、 第1・2日曜日 午後2時～2時30分
●リサイクルＢＯＯＫフェア　8日㈮～10日㈰ 午前10時～午後6時
●きらり☆しあたー大人版映画上映会
　『君が僕の息子について教えてくれたこと』 16日㈯ 午後2時～
●民話の寺小屋（民話の語り）　17日㈰ 午後2時～2時30分
●子どもの読書週間おはなしかい　24日㈰ 午前10時30分～11時30分

●ブックんのおはなしかい　2日㈯ 午前11時～11時30分
●リサイクルＢＯＯＫフェア　8日㈮～10日㈰ 午前10時～午後6時
●ちいさなおはなしかい　13日㈬・27日㈬ 午前11時～11時20分

●リサイクルＢＯＯＫフェア　8日㈮～10日㈰ 午前10時～午後6時
●なかよしタイム　12日㈫ 午前10時～正午
●おはなしのおへや　16日㈯ 午前11時～11時30分

●リサイクルＢＯＯＫフェア　8日㈮～10日㈰ 午前10時～午後6時
●おはなし会　9日㈯ 午前10時30分～11時
●おはなしだいすき☆えほんといっしょ　15日㈮ 午前10時～正午

●無料観望会　2日㈯ 午後7時～10時

中央図書館（☎︎955-0076）

赤坂図書館（☎︎957-2212）

熊山図書館（☎︎995-1273）

吉井図書館（☎︎954-9200）

竜天天文台公園（☎︎958-2321）

月のイベント案内4 E V E N T  G U I D E  O N  A P R I L

■
問
い
合
わ
せ
先
／
教
育
委
員

会
熊
山
分
室

■
日
時
／
４
月
３
日
㈰

　
午
前
11
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
／
桜
が
丘
中
央
緑
道
（
桜

が
丘
中
学
校
西
）

■
主
な
内
容
／
中
学
生
吹
奏
楽

演
奏
、
Ｉ
Ｐ
Ｕ
パ
フ
ォ
ー
ミ

ン
グ
ア
ー
ツ
部
な
ど
多
数
出

演
、
東
西
町
内
会
有
志
に
よ

る
模
擬
店
各
種
出
店

■
駐
車
場
／
桜
が
丘
い
き
い
き

交
流
セ
ン
タ
ー
、
さ
く
ら
整

形
ク
リ
ニ
ッ
ク 

ほ
か

■
問
い
合
わ
せ
先

・
桜
が
丘
東
西
さ
く
ら
祭
り

　
実
行
委
員　
辰
巳

　
☎
０
９
０（
５
１
２
９
）０
２
８
９

　

市
出
身
で
日
本
を
代
表
す
る

詩
人
永
瀬
清
子
の
詩
を
は
じ
め
、

現
代
詩
の
作
品
を
味
読
し
ま
す
。

詩
を
朗
読
し
た
り
、
書
い
た
り
、

ゆ
か
り
の
場
所
に
出
か
け
た
り

し
な
が
ら
、
日
々
の
生
活
か
ら

よ
ろ
こ
び
を
発
見
し
、
一
緒
に

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　

展
示
見
学
や
特
別
講
師
の
講

演
な
ど
も
あ
り
、
も
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
で
詩
を
味
わ
っ
て
い

き
ま
す
。

■
講
師
／
各
月
の
内
容
に
応
じ

た
講
師
が
担
当

■
日
時
／
原
則
毎
月
１
回
・
第

２
金
曜
日
、
午
後
２
時
〜
４

時
（
初
回
は
５
月
13
日
）

■
場
所
／
熊
山
公
民
館

■
対
象
／
市
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
者

■
定
員
／
20
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
年
額
千
円
（
別
途

実
費
負
担
）

■
申
込
期
間
／
4
月
1
日
㈮
〜

22
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
教
育

委
員
会
熊
山
分
室

　

永
瀬
清
子
は
、
昭
和
27
年
8

月
に
詩
誌
『
黄
薔
薇
』
を
創
刊

し
ま
し
た
。
当
初
は
、
女
性
詩

人
の
発
表
の
場
で
し
た
が
、
次

第
に
男
性
も
参
加
し
、
後
進
の

育
成
の
場
と
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
昭
和
53
年
に
参
加
し
た
髙

田
千
尋
氏
は
、
清
子
か
ら
黄
薔

薇
編
集
部
と
し
て
同
人
た
ち
と

詩
誌
『
黄
薔
薇
』
を
受
け
継
い

だ
後
は
中
心
と
な
っ
て
詩
誌
を

支
え
、
昨
秋
、
惜
し
ま
れ
て
こ

の
世
を
去
り
ま
し
た
。

　

こ
の
展
示
で
は
、
永
瀬
清
子

と
と
も
に
岡
山
の
現
代
詩
の
歴

史
を
刻
み
、
現
在
も
発
行
中
で

あ
る
詩
誌
『
黄
薔
薇
』
の
あ
ゆ

み
を
、
髙
田
千
尋
氏
の
詩
業
と

と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

■
開
催
期
間
／
4
月
22
日
㈮
〜

7
月
31
日
㈰

■
場
所
／
永
瀬
清
子
展
示
室
（
く
ま

や
ま
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
２
階
）

■
開
館
時
間
／
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

■
入
場
料
／
無
料

■
休
館
日
／
月
曜
日

●
催
し

現
代
詩
講
座

「
詩
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」

●
催
し

永
瀬
清
子
展
示
室
企
画
展

「
詩
誌『
黄
薔
薇
』の
あ
ゆ
み

―
永
瀬
清
子
か
ら
髙
田
千
尋
へ
」

●
催
し

第
４
回 

桜
が
丘
東
西
さ
く
ら
祭
り

〜
手
を
つ
な
ぎ
笑
顔
の
花
を

　
　
　
　
　
　
　
咲
か
せ
よ
う
〜

広報あかいわ（平成28年4月号）9
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●
こ
ん
に
ち
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す 

［ 

第
22
回 

］ 

介
護
保
険
課

介
護
予
防
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
「
介
護
予
防
」
と
聞
く
と
、「
自
分
は
ま
だ

そ
ん
な
年
齢
で
は
な
い
」「
ま
だ
ま
だ
先
の

こ
と
」
な
ど
、
自
身
の
事
と
し
て
捉
え
て
い

る
人
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
「
介
護
予
防
」
は
、
高
齢
に
な
っ

て
か
ら
よ
り
も
、
40
歳
以
降
の
早
い
段
階
か

ら
取
り
組
む
ほ
う
が
良
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

自
分
自
身
の
健
康
寿
命
を
延
ば
す
効
果
も
期

待
で
き
る
活
動
と
し
て
、「
介
護
予
防
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
へ
の
参
加
を
お
勧
め
し
て

い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
現
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

躍
中
の
お
二
人
の
感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
認
知
症
予
防
教
室
で
活
躍
し
て
い
る

　
〝
認
知
症
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〟
さ
ん
よ
り

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
る
前
に
、
ど

ん
な
お
手
伝
い
が
で
き
る
の
か
を
学
び
ま
し

た
。
そ
の
後
、「
い
き
い
き
脳
の
健
康
教
室
」

の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
が
、

毎
週
出
会
う
教
室
生
と
の
交
流
が
生
ま
れ
、

身
近
な
日
常
生
活
の
話
や
昔
の
思
い
出
話
を

し
て
、
顔
を
合
わ
せ
る
の
が
大
変
楽
し
み
に

な
り
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
の
交
流

も
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
事
を
学
ん
で
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
明
る
い
笑
顔
や
元
気
に
自
分
も
元

気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

■
い
き
い
き
百
歳
体
操
を
支
援
し
て
い
る

　
〝
運
動
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〟
さ
ん
よ
り

　

長
年
続
け
た
仕
事
を
辞
め
、
体
操
サ
ー
ク

ル
で
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
が
、
自
分
の
た

め
だ
け
で
な
く
人
の
役
に
立
て
な
い
か
と

思
っ
て
い
た
時
、
こ
の
運
動
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
知
り
ま
し
た
。
毎
回
楽
し
く
受
講

し
、
現
在
は
い
ろ
い
ろ
な
集
会
所
で
百
歳
体

操
の
手
伝
い
を
し
て
い
て
、
参
加
者
の
多
さ

に
驚
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
温
か
い
声
も
い
た

だ
き
、
皆
さ
ん
が
こ
ん
な
体
操
の
集
ま
り
を

待
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
感
動
し
て
い

ま
す
。
も
っ
と
も
っ
と
こ
の
輪
が
広
が
っ
て

い
け
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
介
護
予
防
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は
地
域
貢
献
で
あ
る
と
と
も
に
、

活
動
を
通
し
て
人
の
輪
が
広
が
り
、
自
分
自

身
が
元
気
に
な
っ
た
と
喜
び
の
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
活
動
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
自
身
の
介
護
予
防
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
と
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

あ
な
た
も
「
介
護
予
防
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
」
で
一
緒
に
学
び
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
楽
し
く
活
動
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
（
講
座
の
詳
細
は

上
記
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）。

介護予防支援ボランティア入門講座参加者募集
～あなたの力を発揮してみませんか～
　第２期生介護予防支援ボランティアとして「運
動支援ボランティア」・「認知症支援ボランティ
ア」を募集します。自身の健康づくりと地域貢献
のためにぜひボランティアをしてみませんか。
　運動支援ボランティアは、介護予防を目的とし
た「いきいき百歳体操」の実技を身につけ、地域
で開く「いきいき百歳体操の集い」で体操の指導
などを行います。
　認知症支援ボランティアは、認知症に関する知
識を身につけ、市の認知症予防教室の手伝いや
認知症の人や介護の必要な人また介護者・専門
家などの交流の場の開催など幅広く活躍してい
ただきます。
　今回の入門講座受講後は、それぞれの専門的
な養成講座を受講していただくことになります。
　詳細は、後日受講予定者へ通知をします。

■日時・内容
＜第１回＞
　５月12日㈭　午前１０時～正午
　「ボランティア活動って？�私達にできることを考えよう」
　　講師／�岡山県ボランティア・NPO活動支援センター

「ゆうあいセンター」職員
＜第２回＞
　５月19日㈭　午後1時30分～３時30分
　「認知症の理解を深め、認知症の方への対応を学ぼう」
　　講師／地域包括支援センター職員など
■場所／中央図書館多目的ホール
■定員／�運動支援ボランティア２５人
　　　　認知症支援ボランティア２５人
■参加費／無料　　■申込期限／4月28日㈭
■問い合わせ・申し込み先
　本庁介護保険課地域包括支援センター

広報あかいわ（平成28年4月号）10
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●
わ
た
し
の
あ
な
た
の
健
康 

［ 

第
94
回 

］ 

健
康
増
進
課

み
ん
な
で
気
付
こ
う 

こ
こ
ろ
の
サ
イ
ン

　

春
は
、
入
学
、
進
学
、
就
職
、
人
事

異
動
な
ど
新
し
い
生
活
が
ス
タ
ー
ト
す

る
季
節
で
す
。
何
事
も
新
し
い
こ
と
が

始
ま
る
と
い
う
こ
と
は
不
安
や
緊
張
で
、

知
ら
な
い
間
に
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
り
、

心
が
疲
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
そ
の

ス
ト
レ
ス
を
適
度
に
発
散
で
き
れ
ば
よ

い
で
す
が
、
だ
ん
だ
ん
溜
め
込
ま
れ
た

ス
ト
レ
ス
は
次
の
よ
う
な
症
状
と
な
っ

て
心
と
体
に
現
れ
ま
す
。

◇
身
体
面
…
不
眠
・
食
欲
不
振
・
め
ま

い
・
動
悸
・
頭
痛
・
肩
こ
り　
な
ど

◇
精
神
面
…
イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
怒
り
っ

ぽ
く
な
る
、
心
に
余
裕
が
な
く
な
る
、

ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
、
集
中
力
の
低
下
、

疲
労
感
、
無
気
力　
な
ど

◇
行
動
面
…
笑
わ
な
く
な
る
・
遅
刻
し

が
ち
・
人
づ
き
合
い
を
避
け
る
・
飲

酒
量
が
増
え
る　
な
ど

　

こ
の
よ
う
な
気
持
ち
や
体
調
の
異
変

が
続
く
と
危
険
で
す
。

　

し
か
し
、
心
の
病
気
は
自
分
で
気
づ

い
て
対
処
す
る
の
は
難
し
い
こ
と
も
多

く
、
周
り
や
家
族
の
気
づ
き
・
支
え
が

と
て
も
重
要
で
す
。

■ 

周
囲
や
家
族
か
ら
み
て
「
い
つ
も
と

様
子
が
違
う
」
と
思
っ
た
ら
…

　
「
ど
う
し
た
の
？ 

元
気
な
い
ね
」「
よ

か
っ
た
ら
話
し
て
み
て
」
と
積
極
的
に

ひ
と
言
声
を
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
悩
み
を
打
ち
明
け
ら
れ
た
ら
…

・
ま
ず
は
、
相
手
が
自
分
に
話
し
を
し

て
く
れ
た
こ
と
を
ね
ぎ
ら
い
、
悩
み

や
不
安
を
抱
え
て
き
た
こ
と
を
ね
ぎ

ら
い
ま
し
ょ
う
。

・
相
手
は
、
話
を
聞
い
て
も
ら
え
た
こ

と
に
よ
り
、
す
っ
き
り
し
た
気
分
に

な
り
、
自
分
の
気
持
ち
を
理
解
し
て

も
ら
え
た
と
い
う
安
心
感
を
得
ま
す
。

・
相
手
の
言
っ
た
こ
と
を
否
定
し
た
り
、

途
中
で
話
し
を
さ
え
ぎ
っ
た
り
せ
ず
、

最
後
ま
で
相
手
の
話
し
を
聞
き
ま

し
ょ
う
。

■
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
相
談
を

　

悩
ん
で
い
る
人
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

悩
み
を
打
ち
明
け
ら
れ
た
人
も
、
分
か

ら
な
い
こ
と
や
迷
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

れ
ば
、
早
め
に
専
門
機
関
や
か
か
り
つ

け
医
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

環
境
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
に
ス
ト

レ
ス
は
つ
き
も
の
で
、
進
級
・
進
学
を

す
る
人
々
も
ま
た
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て

い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
周
り
の
人
も
十

分
理
解
し
、
時
に
見
守
り
、
時
に
声
を

か
け
支
え
合
い
ま
し
ょ
う
。

●
か
し
こ
い
ク
ル
マ
の
使
い
方
を
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

秘
書
企
画
課

磐
梨
中
学
校
１
・
２
年
生
と
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
!!

熊
山
地
域
の
バ
ス
利
用
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た

　

赤
磐
市
地
域
公
共
交
通
会
議
で
は
、

「
乗
っ
て
守
り
・
育
て
よ
う
、
私
た
ち
の

公
共
交
通
」
を
目
標
に
、
か
し
こ
い
ク

ル
マ
の
使
い
方
を
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
桜
が
丘
地
域
を
対
象
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
多
く
の
皆
さ

ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
磐
梨
中
学
校
協
力
の
も
と
、

熊
山
地
域
に
住
む
中
学
１
・
２
年
生
と

そ
の
保
護
者
約
40
人
を

対
象
に
、「
バ
ス
利
用

と
車
の
利
用
に
つ
い
て

考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
を
１
月
30
日
に
開

催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
現
状
と
し
て
は
、
家
族
の

通
勤
は
約
９
割
が
自
家
用
車
を
利
用
。

将
来
高
校
生
に
な
っ
た
時
の
通
学
方
法

の
想
定
で
は
、
熊
山
駅
ま
で
自
家
用
車

に
よ
る
送
迎
が
約
２
割
、
自
転
車
利
用

が
約
４
割
で
し
た
。
自
転
車
利
用
者
の

内
、
雨
の
日
に
バ
ス
を
利
用
す
る
人
は

約
１
割
、
自
家
用
車
で
の
送
迎
は
約
９

割
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

岡
山
大
学
の
橋
本
成
仁
准
教
授
か
ら「
か

し
こ
い
ク
ル
マ
の
使
い
方
」
に
つ
い
て

講
義
を
受
け
た
後
、
ク
ル
マ
と
バ
ス
の

そ
れ
ぞ
れ
の
利
点
や
、
１
人
だ
け
で
ク

ル
マ
に
乗
る
こ
と
は
環
境
へ
の
負
荷
が

大
き
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
考
え
な
が

ら
、
か
し
こ
い
ク
ル
マ
の
使
い
方
に
つ

い
て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・
赤
磐
市
地
域
公
共
交
通
会
議
事
務
局

　
（
本
庁
秘
書
企
画
課
政
策
企
画
班
内
）
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スポーツの話題
 SPORTS TOPICS

第
５
回
Ａ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
（
赤
磐
市

中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
№
１
決
定
戦
）

　

市
立
中
学
校
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
に
在
籍
す
る
生
徒
が
集
ま
り
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

競
い
合
い
ま
し
た
。

■
開
催
日
／
１
月
30
日
（
男
子
）、

１
月
31
日
（
女
子
）

■
場
所
／
熊
山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

磐
梨
中
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
結
果

〈
男
子
の
部
〉

◦
優　

勝
…
塚
本
悠
人
・
水
口
凌

（
高
陽
中
）

◦
準
優
勝
…
池
本
隆
汰
・
佐
々
木

明
浩
（
高
陽
中
）

◦
第
３
位
…
寺
尾
陸
・
竹
村
太
一

（
磐
梨
中
）

〈
女
子
の
部
〉

◦
優　

勝
…
藤
本
有
里
・
久
山
愛

梨
（
高
陽
中
）

◦
準
優
勝
…
森
本
桃
香
・
石
原
瑠

夏
（
吉
井
中
）

◦
第
３
位
…
三
木
桃
香
・
森
安
永

佳
（
桜
が
丘
中
）

 

第
22
回
赤
磐
市
卓
球
大
会

■
開
催
日
／
1
月
31
日

■
場
所
／
高
陽
中
学
校
体
育
館

■
参
加
人
数
／
１
５
０
人

■
結
果

◎
団
体
戦
／
28
チ
ー
ム

◦
優　

勝
…
山
陽
卓
親
Ａ
（
横
山
・

三
佐
和
・
寺
田
・
三
村
・
池
上
）

◦
準
優
勝
…
山
陽
卓
親
Ｂ
（
山
野
・

三
宅
・
薬
師
神
・
中
尾
・
石
原
）

◦
第
３
位
…
山
陽
卓
親
Ｃ
（
木
下
・

西
山
・
山
本
・
堀
木
）

◦
第
３
位
…
山
陽
卓
親
Ｄ
（
妹
尾

む
・
大
隅
・
渡
辺
・
近
藤
・
妹
尾
こ
）

◎
個
人
戦

〈
Ａ
ク
ラ
ス
／
参
加
18
人
〉

◦
優　

勝
…
三
宅
拓
美（
山
陽
卓
親
）

◦
準
優
勝
…
横
山　

正（
山
陽
卓
親
）

◦
第
３
位
…
妹
尾
宗
樹（
山
陽
卓
親
）

◦
第
３
位
…
池
上
奏
人（
山
陽
卓
親
）

〈
Ｂ
ク
ラ
ス
／
参
加
34
人
〉

◦
優　

勝
…
西
崎
勝
佑（
た
ん
ぽ
ぽ
）

◦
準
優
勝
…
坪
田
友
広（
た
ん
ぽ
ぽ
）

◦
第
３
位
…
池
俊
太
郎（
瀬
戸
高
校
）

◦
第
３
位
…
阿
部　

光（
瀬
戸
高
校
）

◇
敗
者
復
活
戦
優
勝

◦
渡
辺
剛
（
山
陽
２
丁
目
卓
球
）

〈
初
心
者
ク
ラ
ス
／
参
加
41
人
〉

◦
優　

勝
…
岡
﨑
颯
太（
山
陽
卓
親
）

◦
準
優
勝
…
岡
﨑
洋
希（
山
陽
卓
親
）

◦
第
３
位
…
横
道
さ
く
ら（
山
陽
卓
親
）

◦
第
３
位
…
横
道　

陸（
山
陽
卓
親
）

◇
敗
者
復
活
戦
優
勝

◦
寺
田
有
花
（
白
陵
中
学
校
）

第
23
回
赤
磐
市
体
育
協
会
長
杯

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

■
開
催
日
／
1
月
31
日

■
場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

■
参
加
人
数
／
87
人

■
結
果

〈
男
子
Ａ
級
〉

◦
優　

勝
…
安
藤
宏
明
・
河
本
洋

志
（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
）

◦
準
優
勝
…
種
市
正
直
・
井
原
彩

香
（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
）

◦
第
３
位
…
脇
本
公
治
・
藤
原
実

樹
（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
）

〈
男
子
Ｂ
級
〉

◦
優　

勝
…
棚
橋
一
雅
・
斎
藤
千

映
子
（
楽
羽
ク
ラ
ブ
）

◦
準
優
勝
…
勝
田
淳
一
・
吉
田
大

祐
（
楽
羽
ク
ラ
ブ
）

◦
第
３
位
…
山
田
政
治
・
石
原
美

佐
子
（
よ
し
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
）

〈
男
子
Ｃ
級
〉

◦
優　

勝
…
奥
島
宏
之
・
長
野
力

斗
（
山
陽
ジ
ュ
ニ
ア
Ｂ
Ｃ
）

◦
準
優
勝
…
吉
田
彩
華
・
吉
田
泰

之
（
山
陽
ジ
ュ
ニ
ア
Ｂ
Ｃ
）

◦
第
３
位
…
濱
本
龍
・
濱
本
佳
子

（
山
陽
ジ
ュ
ニ
ア
Ｂ
Ｃ
）

〈
女
子
Ａ
級
〉

◦
優　

勝
…
岡
村
里
恵
・
竹
光
明

恵
（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
）

◦
準
優
勝
…
内
山
恵
梨
子
・
内
山

紗
貴
子
（
よ
し
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
）

◦
第
３
位
…
福
田
ひ
ろ
み
・
山
本

恭
子
（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
）

〈
女
子
Ｂ
級
〉

◦
優　

勝
…
福
田
佳
奈
・
吉
川
諭

美
（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
）

◦
準
優
勝
…
今
井
田
和
・
今
井
田

美
里
（
シ
ャ
ト
ル
ワ
ー
ク
ス
）

◦
第
３
位
…
石
本
百
花
・
宮
本
優

花
（
桜
が
丘
中
）

〈
女
子
Ｃ
級
〉

◦
優　

勝
…
政
狩
有
沙
・
國
塩
麻

理
奈
（
高
陽
中
）

◦
準
優
勝
…
近
藤
愛
莉
・
矢
吹
心

（
高
陽
中
）

◦
第
３
位
…
岡
田
朋
子
・
吉
田
佐

知
子
（
山
陽
ジ
ュ
ニ
ア
Ｂ
Ｃ
）

〈
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

◦
優　

勝
…
石
原
理
菜
（
桜
が
丘

中
）

◦
準
優
勝
…
眞
野
聖
子
（
高
陽
中
）

◦
第
３
位
…
岡
村
桃
花
（
山
陽

ジ
ュ
ニ
ア
Ｂ
Ｃ
）

〈
男
子
女
子
Ｄ
級
〉

◦
優　

勝
…
奥
島
か
り
ん
・
長
野

悠
奈
（
山
陽
ジ
ュ
ニ
ア
Ｂ
Ｃ
）

◦
準
優
勝
…
春
藤　

優
・
山
口
颯

翔
（
山
陽
ジ
ュ
ニ
ア
Ｂ
Ｃ
）

◦
第
３
位
…
平
井
彩
乃
・
藤
井　

希
（
山
陽
ジ
ュ
ニ
ア
Ｂ
Ｃ
）

第
2
回
赤
磐
市
体
育
協
会
長
杯

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会

■
開
催
日
／
2
月
6
日

■
場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
総

合
体
育
館

■
参
加
者
／
26
人

■
結
果

◦
優　

勝
…
大
熨
め
ぐ
み
（
山
陽
4
）

◦
準
優
勝
…
増
田
英
子
（
桜
が
丘
西
6
）

◦
第
3
位
…
金
田
弘
子
（
山
陽
2
）

◦
第
4
位
…
平
井
菜
乃
（
桜
が
丘
西
2
）

◦
第
5
位
…
井
上
光
子
（
岩
田
）

第
７
回
赤
磐
市
体
育
協
会
共
催

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

■
日
時
／
５
月
８
日
㈰
（
雨
天
の

場
合
は
15
日
㈰
） 

午
前
９
時
〜

■
場
所
／
熊
山
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

■
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
者
、

市
内
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
に
所
属
し

て
い
る
人

■
ク
ラ
ス
／
一
般
男
女
、
シ
ニ
ア
男

女
（
45
歳
以
上
）、
中
学
生
男
女

■
参
加
費
／
１
ペ
ア
千
円
（
中
学

生
は
１
ペ
ア
６
０
０
円
）

■
参
加
申
込
／
ペ
ア
で
申
し
込
み

■
申
込
期
限
／
4
月
29
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

◦
赤
磐
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会 

辻
原

　

☎
０
７
０（
５
３
０
７
）１
１
２
２

　

FAX
０
８
６（
２
７
２
）２
１
８
９

結　
果

男子の部優勝の塚本くん・水口くん

女子の部優勝の藤本さん・久山さん

募　
集
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◎スポーツ振興課（中央公民館2階） ▶ ☎955-0738／FAX 955-6060

お
知
ら
せ

　

４
月
１
日
㈮
か
ら
「
赤
磐
市
吉

井
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
・
草
生

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
吉
井
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
草
生
多
目
的
広
場
」
を
指
定

管
理
者
「
特
定
非
営
利
活
動
法
人

吉
井
ス
ポ
レ
ク
ク
ラ
ブ
」
が
管
理

運
営
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
の
赤
磐
市
吉
井
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
次
の
各
教

室
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

・
ヨ
ガ
・
エ
ア
ロ
ビ
教
室

・
太
極
拳
教
室

・
ズ
ン
バ
教
室

・
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
教
室

・
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

・
水
泳
教
室
（
小
・
中
学
生
対
象
）

　

そ
の
ほ
か
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
で
は
指
導
者
が
講
習

を
行
う
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
各
施
設
の
利
用
料
金
、
プ
ー
ル
の
回
数
券
な
ど
は

今
ま
で
と
同
様
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
教
室
の
内
容
な

ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
５
月
25
日
㈬
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
で
は
、
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・
吉
井
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー�

☎（
９
５
４
）２
３
２
３�

赤
磐
市
吉
井
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募　
集

赤
磐
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

（
春
季
大
会
）

■
日
時
／
５
月
１
日
㈰

■
場
所
／
山
陽
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

■
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
者

■
参
加
費
／
１
５
０
０
円
（
プ
レ
ー

代
・
飲
食
代
な
ど
は
各
自
負
担
）

■
プ
レ
ー
費
／
１
０
５
０
０
円

（
キ
ャ
デ
ィ
付
）

■
申
込
期
限
／
4
月
20
日
㈬

■
主
催
／
赤
磐
市
ゴ
ル
フ
協
会

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

◦
山
陽
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

　

☎（
９
５
４
）２
２
１
１

◦
み
の
る
ゴ
ル
フ
山
陽

　

☎（
９
５
５
）２
２
６
０

◦
赤
坂
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

☎（
９
５
７
）２
２
０
１

◦
赤
坂
レ
イ
ク
サ
イ
ド
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

☎（
９
５
７
）３
１
３
１

赤
磐
市
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
教
室

■
日
時
／
4
月
2
日
㈯
か
ら
毎
月
第

１
土
曜
日
、
午
後
１
時
〜
２
時

■
場
所
／
み
の
る
ゴ
ル
フ
山
陽

■
対
象
／
市
内
の
小
学
３
年
生
〜

中
学
３
年
生

■
定
員
／
毎
月
15
人

■
参
加
費
／
無
料
（
用
具
の
レ
ン

タ
ル
無
料
）

■
主
催
／
赤
磐
市
ゴ
ル
フ
協
会

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

◦
み
の
る
ゴ
ル
フ
山
陽

　

☎（
９
５
５
）２
２
６
０

第
24
回
赤
磐
市
体
育
協
会
長
杯

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

■
日
時
／
5
月
29
日
㈰

　

受
付
…
午
前
９
時
〜

■
場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

■
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
者

■
種
目
・
ク
ラ
ス

◦
ダ
ブ
ル
ス
…
男
子
Ａ
級
、
男
子

Ｂ
級
、
男
子
Ｃ
級
、
女
子
Ａ
級
、

女
子
Ｂ
級
、
女
子
Ｃ
級
、
男
子

女
子
Ｄ
級
（
初
心
者
）

◦
シ
ン
グ
ル
ス
…
男
子
の
部
・
女

子
の
部

■
参
加
費

①
赤
磐
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
登

録
チ
ー
ム
…
１
人
５
０
０
円

②
市
内
在
住
・
在
勤
者
１
人
千
円

③
中
学
生
以
下
は
①
②
の
半
額

■
主
催
／
赤
磐
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

■
申
込
期
限
／
5
月
16
日
㈪

　

午
後
５
時

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

◦
福
田 

☎・FAX（
９
５
５
）５
７
９
７

平
成
28
年
度
春
季
赤
磐
市

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
講
習
会

■
日
時
／
5
月
22
日
㈰

　

受
付
…
午
前
９
時
〜

■
場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

■
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
者

■
講
師
／
田
中
信
雄
（
日
本
体
育

協
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
指
導
員
・

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
）

■
ク
ラ
ス

◦
学
生
の
部
（
小
中
学
生
）
…
午
前

９
時
〜
正
午

◦
一
般
の
部
…
午
後
１
時
か
ら
４
時

■
定
員
／
各
50
人

■
参
加
費
／
学
生
…
５
０
０
円
、

一
般
…
千
円

■
主
催
／
赤
磐
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

■
申
込
期
限
／
５
月
15
日
㈰

　

午
後
５
時

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

◦
福
田 

☎・FAX（
９
５
５
）５
７
９
７

山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

無
料
開
放
の
お
知
ら
せ

　

４
月
29
日
（
金
・
祝
日
）
は
、

ぜ
ひ
ふ
れ
あ
い
公
園
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

当
日
は
、
プ
ー
ル
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
、
ヨ
ガ
や
足
つ
ぼ
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
特
別
教
室
が
無

料
。
現
在
開
講
中
の
子
ど
も
ダ
ン

ス
教
室
、
太
極
拳
な
ど
の
発
表
会

な
ど
無
料
で
体
験
、
楽
し
め
る
企

画
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
赤
磐
市
を
舞
台
と
し
た

映
画
「
種
ま
く
旅
人
〜
夢
の
つ
ぎ

木
〜
」
の
主
題
歌
を
歌
う
男
性
ア

コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
デ
ュ
オ
「
に
こ

い
ち
」
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

◦
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

　

☎（
９
５
５
）４
４
３
２
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スポーツの話題
SPORTS TOPICS

気持ちの良い季節に楽しく体を動かしてみませんか。体力に自信の無い人も、何か始めてみたいと思っている人も、
皆さん、お気軽にお問い合わせください。教室への参加を希望する人は、事前に申し込みが必要です（先着順）。

◎問い合わせ・申し込み先／山陽ふれあい公園 ☎955-4432

　ご不明な点は、お気軽にお問い合わせください。

山陽ふれあい公園 4月からの運動教室 参加者募集

◎おすすめの教室
教　室　名 曜日 時　　間 定員 内　　　　容

子どもダンス教室（小4～小6） 火 17:45 ～ 18:45 10人 小学4年生から小学6年生まで。楽しく体を動かします。
脂肪燃焼エクササイズ ★ 火 11:10 ～ 12:00 15人 有酸素運動と筋コンディショニングで脂肪燃焼。健康寿命のアップを。
太極拳　入門 木 14:00 ～ 15:00 10人 中国古来の武術をもとに、ゆったりとした動きで健康増進。
ノルディックウォーキング ★ 金 10:30 ～ 11:30 10人 ポールの正しい使い方を覚え、効果的なウォーキングをします。

●子ども向け教室
教　室　名 曜日 時　　間 定員 内　　　　容

◇ダンス教室
子どもダンス教室（5歳～小3） 火 16:30 ～ 17:30 10人 5歳から小学3年生まで。楽しく体を動かします。
子どもダンス教室（小4～小6） 火 17:45 ～ 18:45 10人 小学4年生から小学6年生まで。楽しく体を動かします。
◇スイミング教室

幼児クラス
火 15:15 ～ 16:15 24人

3歳から小学2年生まで。水慣れからバタ足の練習まで。水 15:15 ～ 16:15 12人
木 15:15 ～ 16:15 24人

児童クラス①
火 16:15 ～ 17:15 30人

小学1年生から6年生まで。クロールの習得、25㍍を泳げることを目指します。水 16:15 ～ 17:15 20人
木 16:15 ～ 17:15 30人

児童クラス②
火 17:15 ～ 18:15 30人

クロールをマスターしたら、背泳ぎ・平泳ぎ・バタフライのマスターを目指します。水 17:15 ～ 18:15 20人
木 17:15 ～ 18:15 30人

●大人（16歳以上）向け教室
教　室　名 曜日 時　　間 定員 内　　　　容

◇ゆっくりとした動きで効果を実感する教室
ＳＬＯＷピラティス① 火 9:10 ～ 9:55 15人

呼吸を意識して姿勢を改善し、からだのゆがみを矯正。
ＳＬＯＷピラティス② 火 10:05 ～ 10:50 15人
太極拳 火 14:00 ～ 15:00 10人 中国古来の武術をもとに、ゆったりとした動きで健康増進。
はじめての簡化太極拳 火 15:10 ～ 16:10 10人 太極拳の動きに慣れた人におすすめのクラスです。
足つぼリフレッシュ 火 19:15 ～ 19:45 15人 体力に自信のない人でも大丈夫。体と心をリフレッシュします。
ヨガ（エクササイズ） 水 14:00 ～ 15:00 15人 エクササイズを重視、呼吸に合わせた動作でしっかり動きます。
ストレッチ 木 9:15 ～ 9:45 15人 無理なくからだを動かし、リラックス＆柔軟性アップ。
健康体操教室 木 10:00 ～ 10:30 15人 運動が苦手な人でもゆっくりなテンポで無理なく体を動かしていきましょう。
太極拳　入門 木 14:00 ～ 15:00 10人 太極拳をはじめてみたい人におすすめのクラスです。
ヨガ（リフレッシュ） 金 18:45 ～ 19:45 15人 ゆっくりした呼吸とヨガの簡単なポーズで疲れをすっきりさせます。
ヨガ(アロマ) 土 9:15 ～ 10:15 15人 運動・呼吸・瞑想・香りの効果でリラックス。
◇楽しくからだを動かして効果を実感する教室
脂肪燃焼エクササイズ ★ 火 11:10 ～ 12:00 15人 有酸素運動と筋コンディショニングで脂肪燃焼。健康寿命のアップを。
シバム 火 20:00 ～ 20:45 15人 誰にでも楽しく動けるダンス系のプログラム。
かんたんエアロ 水 9:10 ～ 9:50 15人 少しずつエアロビクスに慣れていくクラス。
オリジナルダンス 水 10:00 ～ 10:40 15人 楽しく、リズミカルな音楽に合わせてシェイプアップ。
シェイプアップエアロ 水 20:00 ～ 20:40 15人 エアロビクスを楽しみたい人へおすすめのクラスです。
ボディパンプ 木 19:30 ～ 20:30 20人 楽しく筋トレ。シェイプアップや骨粗しょう症の予防にも。
ノルディックウォーキング ★ 金 10:30 ～ 11:30 10人 ポールの正しい使い方を覚え、効果的なウォーキングをします。
◇プールで水の力を実感する教室
お試し3種 水 10:15 ～ 10:45 10人 クロール以外の泳法をマスターしたい人に。
クロール中級 水 10:50 ～ 11:30 10人 クロールをより長く、25㍍以上泳げる人に。
クロール初級・背泳ぎ 木 10:15 ～ 10:45 10人 クロールの基本（姿勢・キック・ストローク）、背泳ぎの基本の練習。
はじめてクロール 木 13:15 ～ 13:45 10人 水に慣れることから始めて、クロールが泳げることを目標にします。
スイム中級 木 19:00 ～ 19:40 10人 クロールを中心に4泳法を練習します。25㍍以上泳げる人に。

アクアウォーキング
水 13:15 ～ 13:45 15人

プールの中で楽しく、安全に歩きます。膝・腰に不安がある人でも安心。
木 10:50 ～ 11:20 15人

アクアビクス 金 10:15 ～ 10:45 15人 プールの中で音楽に合わせて楽しく動きます。
※★印は新規教室です。　※教室の日程、内容などは都合により変更する場合もあります。
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情
報
ボ
ッ
ク
ス

コ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

公
民
館

カ
レ
ン
ダ
ー

市
政
情
報

図書館通信
LIBRARY NEWS

　図書館で不用になった雑誌や書籍を差し上げま
す。皆さんお誘いあわせの上、お気軽にお越しくださ
い。各館で内容が異なりますので、詳しくは各図書館
でお尋ねください。
※ 中央図書館のみ、ご家庭で不用になった本をお持

ちいただくこともできます。中央図書館会場は多
目的ホールです（持ち込みはリサイクルＢＯＯＫフ
ェア開催期間中に限らせていただきます）。

■期間／4月8日㈮～10日㈰

リサイクルＢＯＯＫフェア～中央・赤坂・熊山・吉井図書館～
　図書館ボランティアの協力により、毎月2回開催し
ている「おはなしかい」。今回は、こどもの読書週間に
ちなみ、いつもより時間を長くしたスペシャル版で開
催します！ 絵本の読み聞かせのほか、小さなお子さ
んから大人まで楽しめる盛りだくさんの内容でお届
けします。どうぞお楽しみに！
■日時／4月24日㈰　午前10時30分～11時30分
■場所／中央図書館 多目的ホール
■内容／絵本、エプロンシアターなど
■対象／幼児～児童とその保護者
■出演／絵本読み聞かせの会 ぐりとぐら

こどもの読書週間おはなしかい

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

●利用案内
♢開館時間…中央図書館 ： 午前10時～午後6時（木曜日は午前10時～午後8時）
　　　　　　赤坂・熊山・吉井図書館 ： 午前10時～午後6時
♢図書館休館日…毎週月曜日／館内整理日（12月を除く毎月最終金曜日）／
　年末年始（12月28日～1月4日）／特別整理期間

★はじめて本を借りるときはカウンターで「利用者カード」を作ってください。
　免許証、健康保険証、生徒手帳など住所、氏名が確認できるものをお持ちください。
　※市内に在勤・在学の人は勤務先・通学先が分かるものが必要です。
　※小学生以下は、保護者が申請してください。

■4月の休館日

赤磐市内全図書館休館日

●各図書館の問い合わせ先
♢中央図書館…☎955-0076／FAX 955-0083　　　♢赤坂図書館…☎957-2212／FAX 957-9450

♢熊山図書館…☎995-1273／FAX 995-3823　　　♢吉井図書館…☎954-9200／FAX 954-9201

《標語》「四角い本に まあるい心」 
　市内の図書館では、こどもの読書週間の期間中よ
い絵本の展示を行います。お子さんと一緒に、ぜひ手
にとってみてください。絵本とのすばらしい出会いが
あるはずです。
■期間／4月23日㈯～5月12日㈭

○ 第５８回こどもの読書週間

　18歳以上で図書館に興味のある人、知識や特技を
活かしたい人、ボランティア活動をとおして図書館づ
くりに参加しませんか。
■活動内容
◦ 読み聞かせボランティア（子どもたちへ絵本など

の読み語り）（※研修有り）
◦ 行事ボランティア（図書館主催行事での受付・案内）
◦本の整理ボランティア（書架整理や本の修理）
◦館内外美化（館内・外の清掃など）
■応募方法
　4月17日㈰までに市内各図書館に備え付けの申請
書に記入の上、お申し込みください。募集終了後、説
明会（5月14日㈯予定）がありますのでご参加くださ
い。活動内容別の連絡会もあります。
※登録期間は平成29年3月31日までです。

平成28年度図書館ボランティア募集『君が僕の息子について教えてくれたこと』（59分）
　自分の心の内を綴ったエッセイを発行した自閉症
の東田直樹さん。エッセイを読んだイギリス人作家
デイヴィッド・ミッチェル氏。2人の出会いが奇跡を生
み、自閉症の子どもを持つ世界中の多くの家族に希
望の灯をともした。
■日時／4月16日㈯　午後2時～
■場所／中央図書館 多目的ホール
■参加費／無料　　■申し込み／不要

きらり☆しあたー：おとな版映画上映会
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4月の公民館主催講座のご案内

ドキドキ講座「自然観察会」 ～山野の鳥～
石蓮寺周辺の鳥を観察してみよう！
■日時／4月16日㈯　午前9時～11時
■集合場所／石蓮寺駐車場
■対象／幼児（保護者同伴）～一般
■参加費／無料　　■持ち物／帽子、双眼鏡（あれば）
■申込開始日／4月6日㈬

熊山公民館豊田分館主催
「熊山山頂ハイキング」
熊山山頂で「熊山神社の春の大祭」が開催されます。熊
山神社まで徒歩で登り、春の芽吹きを感じましょう。
■日時／4月17日㈰　午前8時45分集合（午前9時出発）
　　　　※雨天中止
■集合場所／熊山橋下（くまやま水辺の楽校）
■解散場所／熊山神社（各自）
■対象／幼児（保護者同伴）～一般
■参加費／無料
■持ち物／帽子、水筒、山歩きができる服装、弁当（必要

な人）
■申し込み／不要

竜天天文台（無料観望会）
木星、オリオン大星雲、M78星雲と冬の夜空の観察にご
来場ください。
■日時／4月2日㈯　午後7時～10時
※曇天などで観測できない場合は中止します。
■場所／竜天天文台公園
■対象／一般　　■参加費／無料
■持ち物／防寒着　　■申し込み／不要

春のイチゴスイーツを親子で作りましょう
市内で採れたイチゴを使って、おいしいカスタードク
リームパイとイチゴパフェを作ります。
■日時／5月1日㈰　午後1時30分～4時
■講師／実盛　桂子 さん
■対象／幼児～一般　　■定員／10人
■参加費／500円（材料費込み）
■持ち物／エプロン、三角巾、ふきん（手ふき用）
■申込開始日／4月4日㈪

4月思い出作り教室
～元気に友達と遊ぼう～
■日時／4月1日㈮～30日㈯
　　　　午後4時~5時
※火曜日、日曜日、祝日は
　教室を休みます。
■対象／幼児、小学生、一般
■定員／なし
■参加費／無料
■申し込み／不要（期間中何回でも利用できます）

第59回ブルーシャトーコンサート
「春爛漫、和の調べ」
■日時／4月9日㈯　午後2時～3時30分
　　　　（開場…午後1時30分）
■出演／生田流箏会員、都山流尺八会員
■ 曲目／春景八章、月に寄せる日本の歌、春の海、千鳥

の曲、つるのおん返し、尺八本曲 五十鈴川　ほか
■対象／乳幼児～一般　　■入場料／無料
■申し込み／不要

戦国歴史講座第2弾「宇喜多直家の城跡巡り」
宇喜多直家の誕生の地から勢力拡大につながる城跡

（砥石城、乙子城、沼城ほか）を訪ねます。
■日時／4月21日㈭　午前9時～午後0時30分
■集合場所／山陽公民館玄関前
■講師／塚田　克仁 さん（歴史愛好家）
■対象／一般　　■定員／25人
■参加費／無料
■持ち物／山歩きのできる服装・靴、水筒、タオル
■申込開始日／4月4日㈪

●吉井公民館 （周匝136-1／☎︎954-1379）

●中央公民館 （下市337／☎︎955-0069） ●熊山公民館 （松木623／☎︎995-1360）

●山陽公民館 （山陽1-10／☎︎955-9777）

◆講座の受け付けは、各館とも午前9時からで、すべて先着順です。　◆定員のあるものは、定員になり次第締め切ります。
◆この公民館情報は、市ホームページでもご覧いただけます。市ホームページ▶http://www.city.akaiwa.lg.jp/index.html

●西山公民館 （西中220-1／☎︎955-0777）
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公民館講座のご案内
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◆赤坂公民館 （町苅田507／☎957-2211）
・たんぽぽの会（毎月第2・第4水曜日／季節の行事や

遊び、リトミックと手遊びを通じて、親子・友達との関
わりを学ぶ）

・子どもモノづくり教室（工作教室や手芸教室「作って
遊べる」作品作り）

・親子料理教室　　・子ども栄養教室
・キッズテニスクラブ（ソフトテニス）
・あかさかネイチャーサイエンス教室
・星空探検隊（石相小学校屋上の天体望遠鏡で夜空

を観察）
・太鼓打ち教室（毎週土曜日）
・ノルディックウォーク体験教室
※「たんぽぽの会」「太鼓打ち教室」は4月から始まります。

◆笹岡公民館 （坂辺9／☎957-2214）
・笹岡アートクラブ（絵画作品の制作を通じて表現の

楽しさを味わう）
・童謡・唱歌で遊ぶ（歌を楽しみながら体と頭の体操）
・男のそば打ち教室
・花あそび

◆熊山公民館 （松木623／☎995-1360）
・ドキドキ講座「自然観察会」
・薬

や く ぜ ん

膳料理教室　・百人一首教室
・夏休みわくわく教室（書道、作文、絵画、工作など）
・夏休みワクワク探検隊（夜の動物園）
・続元気もりもり講座
・スポーツ教室（サッカーなど）
・ノルディックウォーク教室
・トールペイント教室
・サイエンス教室

◆吉井公民館 （周匝136-1／☎954-1379）
・料理教室　　・健康体操教室
・元気もりもり講座　　・ふるさと探訪講座
・源氏物語講座　　・百人一首講座
・天文教室
・週末教室（そろばん）
・放課後教室（そろばん）
・作文教室
・算数教室

市民の皆さんが知識や技術を高め、なおかつ仲間作り
の機会にもできる「公民館講座」や「学習教室」を毎年
開講しています。学びたい講座や面白そうな講座に参
加してみてください。いつもとは違う「新しい生活」や

「新しい自分」を発見できるかもしれません。

◆中央公民館 （下市337／☎955-0069）
・大人の社会見学　　・パソコン講座
・子育て講座（子育て支援講座）
・元気もりもり講座（高齢者がいき

いきと若々しく学ぶ講座）
・るんるんエコ講座（エコプラザ

あかいわで楽しく学ぶエコ講座）
・ものづくりワークショップ〈シーズ

ンⅢ〉（市内在住の作家によるものづくり講座）
・フラワーアレンジメント講座　　・観月会
・もぐもぐ講座（子どもの食を見直していく講座）
・元気はつらつ講座　　・グループ活動体験講座

◆高月公民館 （穂崎848-1／☎086-229-9777）
・男の料理教室　　・料理教室
・おいしいパン作り　　・そば打ち教室
・マジック教室　　・子ども囲碁・将棋教室
・手芸教室　　・トールペイント
・振り込め詐欺撃退法　　・防災講話

◆西山公民館 （西中220-1／☎955-0777）
・おやこの広場（親子遊びの楽しい集まり）
・子どもの工作教室（楽しい工作体験）
・お年寄りの工作教室（子どもにおもちゃを贈ろう）
・調理教室（シュークリーム、クリスマスケーキ、黄桃

のシロップ漬け、おもてなし料理）
・そば打ち教室・茶道教室
・家庭菜園入門　・自然観察
・せん定入門
・子育て支援講座　
・どんど焼きともち焼き体験

◆山陽公民館 （山陽1-10／☎955-9777）
・ガーデニング研修　　・美わくわくカレッジ
・倉敷往来　　・ブルーシャトーコンサート
・週末子ども教室　　・子ども寺子屋　　　
・チャレンジデー　　・夜の動物園社会見学
・親子で楽しむ釣りと地引網体験
・元気わくわくカレッジ　　・お月見会　　　　　
・やさしいマジック　　・消費生活講座　　　
・糸操り人形劇

平成28年度の公民館の主催講座のご案内
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●赤磐市の人口 （平成28年3月1日現在）

人 　 口 44,726 人 （ －59 ）
男 　 性 21,404 人 （ －24 ）
女 　 性 23,322 人 （ －35 ）
世 帯 数 17,886 世帯 （ －11 ）

※（　）は2月1日との差

●平成28年2月赤磐市火災・救急発生状況 ※（ ）は平成28年の累計
火　　災　　別

計
救　　急　　別

計
建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他
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計 1
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0
（2）

1
（1）

4
（6）

14
（31）
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（181）

17
（51）

16
（41）
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●平成28年2月赤磐市内交通事故発生状況〈概数〉  （赤磐警察署調べ）

総件数 人身件数 死亡者数 重傷者数 軽傷者数 物損件数
28年2月中 81 21 0 3 18 60 
27年2月中 73 23 1 6 33 50 
増        減 8 -2 -1 -3 -15 10 
28年2月末 187 40 0 4 38 147 
27年2月末 160 41 1 9 56 119 
増        減 27 -1 -1 -5 -18 28 

●今月の交通標語 「 通学路  どの子も我が子  安全運転 」

●4月の保険料を期限内に納めましょう

今月はありません 不思議だね
笑顔は「くすり」に
なるんだね

今月の人権啓発標語

０
（ フ リ ー ダ イ ヤ ル ）

１２０−１
い い わ

１８−
聞いて

３
み よ う よ

８４

あかいわ健康・急病
相談ダイヤル

■相談例
・病院に行くか、様子を見るか悩んでいる。
・夜間や休日の医療機関を教えてほしい。
■ 経験豊富な相談スタッフが健康に関する相談に、
　24時間年中無休で、きめ細かくアドバイスします。
※ プライバシーは厳守されるシステムになっています

ので、安心してご相談ください。
※ 携帯電話、PHSからの通話は可能ですが、非通

知設定の電話、公衆電話からの相談は受ける
ことができませんのでご注意ください。

■この電話健康相談に関する問い合わせ先
　本庁健康増進課 ☎955-1117

●4月の休日当番医（窓口受付 9:00～17:00）

3日㈰
桜井内科 ☎︎957-3012

道満医院 ☎︎957-2111

10日㈰
桜が丘クリニック ☎︎955-8025

那須眼科 ☎︎955-8980

17日㈰
赤磐皮膚科形成外科 ☎︎956-4112

鈴木医院 ☎︎086-952-0205

24日㈰
ますだ眼科クリニック ☎︎958-5558

うえおか内科医院 ☎︎086-952-5665

29日㈮
戸田小児科医院 ☎︎955-3121

吉井外科内科クリニック ☎︎086-952-3331

※■は、公益社団法人赤磐医師会管内の岡山市東区瀬戸町地域にある医療機関です。
　当番医については2月26日現在です。受診する場合は、あらかじめ確認してください。

●今月の相談（相談は無料で秘密は堅く守られます）
相談内容 日　　　時 場　　　所 問い合わせ先

【消費生活】 月曜日～木曜日（祝休日を除く）
10:00～16:00

本庁2階
消費生活相談室

本庁くらし安全課くらし安全班
☎955-4783

【無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
奥田　哲也・賀川　進太郎

4月8日㈮
13:00～16:00

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114

【巡回無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
奥野　哲也

4月20日㈬
10:00～15:00

赤坂支所
別館2階会議室

赤坂支所市民生活課
☎957-2222

【なやみごと（人権）】
相談員／人権擁護委員

【行政】
相談員／行政相談委員

4月1日㈮
10:00～12:00

熊山支所2階
会議室

熊山支所市民生活課
☎995-1214

4月13日㈬
10:00～15:00

赤坂健康管理センター 赤坂支所市民生活課
☎957-2222

4月13日㈬
13:00～16:00

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114

相談ダイヤルを利用した皆さんの感想をぜひお聞かせください。
本庁総合案内、山陽保健センターおよび各支所健康福祉課の窓口
に用紙を置いています。ご協力をお願いします。
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●4月の健診・定期救急講習など
1 金

2 土 ㊡桜が丘出張所

3 日

4 月 ㊡山陽郷土資料館

5 火

6 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

7 木

8 金 ★犯罪ゼロの日

9 土 ㊡桜が丘出張所

10 日 ★交通安全日 ★交通事故・交通違反ゼロの日

11 月 ㊡山陽郷土資料館

12 火 ⃝1歳6か月児健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

13 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

14 木

15 金 ⃝育児相談（山陽保健センター） 受付9:45～10:30  

16 土 ㊡桜が丘出張所

17 日

18 月 ㊡山陽郷土資料館

19 火 ⃝3歳児健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

20 水
⃝2歳6か月児歯科健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所
★交通事故・交通違反ゼロの日

21 木

22 金

23 土 ㊡桜が丘出張所

24 日 ⃝定期救急講習会（赤磐市消防本部会議室） 9:00～12:00

25 月 ⃝育児相談（吉井保健センター） 受付9:30～9:45    
㊡山陽郷土資料館 ★交通安全日

26 火 ⃝乳児健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

27 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

28 木

29 金 ㊡山陽郷土資料館 ㊡桜が丘出張所

30 土 ㊡桜が丘出張所
★交通事故・交通違反ゼロの日

情
報
ボ
ッ
ク
ス

コ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

公
民
館

カ
レ
ン
ダ
ー

市
政
情
報

●4月のスポーツ施設スケジュール
山陽ふれあい公園 吉井B&G海洋センター

屋 内 プ ー ル 屋 内 プ ー ル
10:00

▼
20:30

13:00

▼
20:30

10:00

▼
16:30

10:00

▼
12:00

14:00

▼
16:00

18:30

▼
20:30

1 金 ○ ○ ○ ○
2 土 ○ ○ ○ ○
3 日 ○ ○ ○
4 月 休館日
5 火 ○ ○ ○ ○
6 水 ○ ○ ○ ○
7 木 ○ ○ ○ ○
8 金 ○ ○ ○ ○
9 土 ○ ○ ○ ○

10 日 ○ ○ ○
11 月 休館日
12 火 ○ ○ ○ ○
13 水 ○ ○ ○ ○
14 木 ○ ○ ○ ○
15 金 ○ ○ ○ ○
16 土 ○ ○ ○ ○
17 日 ○ ○ ○
18 月 休館日
19 火 ○ ○ ○ ○
20 水 ○ ○ ○ ○
21 木 ○ ○ ○ ○
22 金 ○ ○ ○ ○
23 土 ○ ○ ○ ○
24 日 ○ ○ ○
25 月 休館日
26 火 ○ ○ ○ ○
27 水 ○ ○ ○ ○
28 木 ○ ○ ○ ○
29 金 ※ ○ ○
30 土 ○ ○ ○ ○

○屋内プール一般開放
※4月29日㈮は、山陽ふれあい公園の施設を無料開放します。

ライフ・カレンダー
LIFE CALENDAR

■開館時間と利用料金
◇山陽ふれあい公園 （☎955-4432）
　午前9時～午後9時（日曜日・祝日 午後5時）
　［プール］ 高校生以上400円、中学生以下200円

※市内在住で65歳以上の人、障害者手帳、療育手帳
または精神障害者保健福祉手帳をお持ちの人は
利用料が半額になります。受付へ証明書を提示し
てください。

　［トレーニングルーム］ 300円
※トレーニングルームのご利用は高校生以上で初心

者講習修了者に限ります。初心者講習は開館時間
内でいつでも受講できます。

◇吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター（☎954-2323）
　午前9時～午後9時（日曜日・祝日 午後5時）
　［プール］ 高校生以上200円、中学生以下100円
　［トレーニングルーム］ 200円

※トレーニングルームのご利用は高校生以上です。
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＜児童扶養手当＞
　父母の離婚などで父または母と生計を同じくしていない児
童が育成されるひとり親家庭などの生活の安定と自立の促
進に寄与し、児童の福祉の増進を図ることを目的として支給
される手当です。
■対象　日本国内に住所があり、次のどれかに該当する児
童（18歳に達する日以後の最初の３月31日までの間にある
人または20歳未満の障害のある人）を監護養育している
母、父または養育者。

⑴父母が婚姻を解消した児童
⑵父または母が死亡した児童
⑶父または母が重度の障害にある児童
⑷母が婚姻によらないで出産した児童
⑸父または母が裁判所からのＤＶ保護命令を受けた児童　など

　ただし、児童が児童福祉施設に入所している場合など手
当を受けられない場合があります。また、母、父または養育者
および同居している扶養義務者の所得による一定の支給制
限があります。
■支給額（月額）
◇児童1人の場合
　・全部支給…………42,330円
　・一部支給…………42,320円～9,990円
◇児童2人以上の加算額
　2人目は5,000円、3人目以降は1人につき3,000円
■問い合わせ先
・本庁子育て支援課　☎955-2635
・赤坂支所健康福祉課　☎957-4822
・熊山支所健康福祉課　☎995-1293
・吉井支所健康福祉課　☎954-1374

　赤磐市立小中学校に就学するお子さんが安心して学校生
活を送ることができるよう、経済的にお困りのご家庭に対して、
学用品費や学校給食費などの一部を援助する制度です。
■申請期間　４月20日㈬～28日㈭
■申請方法
　就学援助申請書に必要書類を添えて、お子さんが通学す
る学校に提出してください。詳しい内容は、４月上旬に学校か
ら配付される「就学援助制度のお知らせ」をご覧ください。
■問い合わせ先
　・教育委員会教育総務課　☎955-6807

＜特別児童扶養手当＞
■対象　20歳未満の身体や知的、精神に障害がある児童
を家庭で監護している父母などに支給されます。ただし、
次のどれかに該当する場合は、手当の支給を受けられま
せん。

⑴児童が児童入所施設などに入所しているとき
⑵児童が障害を理由とする年金を受けているとき
⑶児童を監護している人の前年の所得が一定額以上のとき

■支給額（月額）
　・重　度………51,500円
　・中　度………34,300円

＜赤磐市特定疾患援護費＞
■対象　市内に１年以上住所があり居住している市町村
民税が非課税の人で、次のいずれかに該当する人。

⑴特定疾患医療受給者証か小児慢性特定疾病医療
受給者証の交付を受けている人

⑵人工透析治療を受けている腎不全患者

■支給額（年額）　42,000円

＜赤磐市障害年金＞
■対象　市内に１年以上住所があり居住している人で、身体
障害者手帳１級から３級所持者、療育手帳所持者。ただし、
公的年金等受給者（支給停止中の人も含む）と施設入所
者は除きます。

■支給額（年額）　42,000円

＜特別障害者手当等＞
■対象　重度の障害を有するため、日常生活において常時
の介護を必要とする状態にある在宅の障害者（児）。

■支給額（月額）
　・特別障害者手当………26,830円
　・障害児福祉手当………14,600円
　・経過的福祉手当………14,600円

■問い合わせ先
・本 庁 社 会 福 祉 課　☎955-1115
・赤坂支所健康福祉課　☎957-4822
・熊山支所健康福祉課　☎995-1293
・吉井支所健康福祉課　☎954-1374

福祉各種手当のお知らせ

就学援助制度
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　ハローワーク和気の職員による出張相談（障害者の職業
相談）が受けられます。ぜひご利用ください。
※事前予約が必要となりますので、ご注意ください。
■日時　毎月第３水曜日　午前10時～正午
■場所　本庁２階相談室
■対象　障害者
■相談内容　求人情報の提供、職業相談、職業紹介など
■問い合わせ・申し込み先
　・本庁社会福祉課　☎955-1115／FAX955-1118

■身体障害者・知的障害者相談員とは
　・�身体障害者相談員…身体に障害がある人の相談に応
じ、また関係機関との調整などを行う人のことです。

　・�知的障害者相談員…知的に障害がある人の相談に応
じ、また関係機関との調整や社会生活のために必要な
助言などを行う人のことです。

■身体障害者相談員
＜山陽地区＞
　今井　哲彦�☎955-0496／山部　博通�☎955-6697
　金島　伸吉�☎955-1620／田村　正明�☎086-229-2357
＜赤坂地区＞
　小西　憲勝�☎957-3264／頼則　幸穂�☎957-4377
＜熊山地区＞
　藤田　照代�☎995-2212／石野　哲生�☎995-0021
＜吉井地区＞
　平井　千里�☎954-0640／岡森　裕幸�☎954-0774
■知的障害者相談員
＜山陽地区＞�鳥羽美智代�☎955-3158
＜赤坂地区＞�坂本　朝子�☎957-2749
＜熊山地区＞�西田　典子�☎995-2730
＜吉井地区＞�金谷　将弘�☎954-0068
※�住民の皆さんから受けた相談内容について秘密は守りま
す。個人情報やプライバシーの保護に配慮した支援を行
います。お気軽にご相談ください。

■問い合わせ先
　・本庁社会福祉課　☎955-1115

　身体障害者手帳の対象とならない軽度・中等度の難聴児
に対する補聴器購入費の助成制度です。
■対象　市内に住所があり、両耳の聴力レベルが30デシベ
ル以上で、身体障害者手帳の対象とならない18歳未満
の難聴児（手帳取得が可能な人は手帳を取得することに
よって別の助成制度が受けられます）。なお、本人または
世帯員のうち、市町村民税所得割の最多課税者の税額
が46万円以上の場合は対象外となります。

■助成額　補聴器購入費の３分の２（ただし、補聴器の種
類ごとに助成上限額あり）

■問い合わせ先
　・本庁社会福祉課　☎955-1115

　障害者や障害児の保護者のさまざまな相談に応じるため、
相談支援専門員を配置し、情報提供などの必要な支援を
行っています。市では専門的な相談に対応するため次の法
人に相談業務を委託しています。
■山陽・赤坂地域
＜社会福祉法人旭川荘 旭川児童院地域療育センター＞
　・所在地／岡山市北区祇園866
　・電話／086-275-4518
　・来所相談日／毎月第1・3水曜日
　・担当／本田　順子
　　　　　矢吹　徹

■熊山・吉井地域
＜社会福祉法人閑谷福祉会 東備地域生活支援センター＞
　・所在地／和気町和気702
　・電話／0869-93-2565
　・来所相談日／毎月第2・4水曜日
　・担当／河野　智史

　来所相談日でも外出により不在にしていることもあります。
事前に電話などで予約をお願いします。また、来所相談日以
外でも電話などで相談を受け付けています。お気軽にご相
談ください。
■問い合わせ先
　・本庁社会福祉課　☎955-1115

赤磐市難聴児補聴器購入費助成制度

障害者相談支援専門員が相談をお受けします

ハローワーク和気の出張相談
（障害者の職業相談）をご利用ください

身体障害者・知的障害者相談員を
ご存じですか？
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今年度の検診

●集団検診は、子宮頸がん検診が６月中旬から始まります。
●個別検診は、６月から実施します。
●検診対象者に送付する受診票兼問診票は、５月下旬に
送付する予定です。なお、受診票兼問診票が届いていな
い人でも、検診対象の条件に当てはまれば受診できます。

　赤磐市 平成28年度『けんしんガイド・保存版』（健康
カレンダー）を広報あかいわ６月号と同時に配布します。
その冊子を手元に保存していただき、検診を受診する
前に必ず確認してください。

＜けんしんガイドに掲載している内容＞
　・集団検診の日程、検診会場、受付時間
　・個別検診の実施医療機関
　・検診を受診するときの注意
　・自己負担額
　・持参品
■問い合わせ先
　・本 庁 健 康 増 進 課　☎955-1117
　・赤坂支所健康福祉課　☎957-4822
　・熊山支所健康福祉課　☎995-1293
　・吉井支所健康福祉課　☎954-1374

　赤磐市の子ども・子育て支援について、広く市民の皆さ
んからの意見を反映させるため、子ども・子育て会議の委員
を公募します。市の子ども・子育て支援事業の推進に向けて
「赤磐市子ども・子育て支援事業計画」の実施状況などに
ついて調査審議していきます。
■募集人数　２人
■任期　２年（平成30年３月３１日まで）
■応募資格　①～③の全てに当てはまる人

①市内在住で、平成２８年４月１日現在満２０歳以上の人
②現在子育て中で、子育て支援に関心がある人
③平日の日中に開催される会議に参加できる人

■申込方法　任意の用紙に「子どもたちがいきいきと輝いて
暮らせる地域づくりの実現」についての作文を８００字以内
にまとめ、住所、氏名、年齢、電話番号、職業を明記して提
出してください。

■申込期限　４月15日㈮必着
　※選考結果は、各個人あてに通知します。
■問い合わせ・申し込み先
　・本庁子育て支援課　☎955-2635

＜福祉タクシー券＞
　下記対象者の外出の促進を目的にタクシー券の交付を
行っています。
■対象　市内に１年以上住所があり、かつ居住している住
民税非課税世帯に属する在宅の人で、次のどれかに該当
する人

①75歳以上の人
②１級～３級の身体障害者手帳の交付を受けている人
③療育手帳の交付を受けている人
④１級か２級の精神障害者保健福祉手帳の交付を受

けている人

■サービス内容
　１枚で初乗り料金が控除されるタクシー券を１カ月あたり２
枚交付します。

＜リフトタクシー券＞
　要介護高齢者と重度身体障害者などの外出を支援する
ためにリフトタクシー券の交付を行っています。
■対象　市内に住所があり、かつ居住している在宅の人で、
寝たきりなどの状態にあり、車いす用のリフトなど装備した
福祉車両でなければ移送が困難な人

■サービス内容
　１枚3,000円のリフトタクシー券を１カ月あたり１枚交付します。

＜配食サービス＞
　配食サービス券１枚で１人１日１食（夕食）の配達料を助成
します。
■利用料　１食400円程度（弁当代金実費分）

＜全サービス共通事項＞
■申請方法
　どのサービスも窓口で申請書に記入してください（印鑑持
参）。なお、各券は即日交付できませんので、あらかじめ申請
してください。
■問い合わせ先
　・本 庁 社 会 福 祉 課　☎955-1115
　・赤坂支所健康福祉課　☎957-4822
　・熊山支所健康福祉課　☎995-1293
　・吉井支所健康福祉課　☎954-1374

高齢者福祉サービス
～タクシー券、配食サービス～

赤磐市子ども・子育て会議委員を募集します
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　個人番号カードを申請した人へは、発行準備が整った段階
で順次「個人番号カード交付通知書（はがき）」を住民登録し
ている住所に転送不要で送付しています。
　なお、制度開始時のため、申請から交付通知まで３カ月程
度かかる見込みです。原則本人がお越しください。
　詳しくは、個人番号カード交付通知書（はがき）、または個人
番号通知カードの通知に同封された「ご案内（水色冊子）」を
ご覧ください。
■交付場所・時間
　本庁市民課　午前８時30分～午後５時15分（土・日・祝日を除く）
■受取に必要なもの

①個人番号カード交付通知書（はがき）
②通知カード
③住民基本台帳カード（お持ちの人のみ）
④本人確認書類　
・１点でよいもの…運転免許証、旅券、身体障害者
手帳など顔写真付きの公的身分証明書

・２点必要なもの…健康保険証、年金手帳、介護保険
被保険者証、学生証など官公署が発行しているもの

※詳細についてはお問い合わせください。

■問い合わせ先
　・本庁市民課市民サービス班　☎955-1112

　市が扱う各種手続きや、観光など
の地域情報のほか事業所広告など
を掲載した「あかいわ便覧」が完成
し、全戸配布を協働事業者である株
式会社サイネックスが行います。配布
時期は地域によって異なりますので、
４月になってもお手元に届いていな
い場合は、お問い合わせください。
■問い合わせ先
＜広告・配布に関して＞
　・株式会社サイネックス　☎079-222-7630
＜行政情報に関して＞
　・本 庁 秘 書 企 画 課　☎955-4770

■不規則抗体検査について
　不規則抗体の有無を妊娠初期に検査することで、お母さ
んと赤ちゃんの間に血液型不適合というトラブルが起こる心
配があるかどうかを予測し、対策をとることができます。検査
結果により、分娩時の緊急の輸血に備えて、安全な血液を確
保しておくこともできます。
　不規則抗体検査は、平成28年４月以降に実施される第１
回目の妊婦健康診査の健診項目に新たに追加します。
　平成28年３月までに妊娠届を提出した人で、第１回目の妊
婦健康診査を４月以降に受診する場合には、不規則抗体検
査が追加されます。
■Ｂ群溶血性レンサ球菌（ＧＢＳ）検査について
　Ｂ群溶血レンサ球菌（ＧＢＳ）は私たちの体のどこにでもい
る細菌で、妊婦さんの直腸、膣から10～30％の頻度で検出
されます。弱い菌なので、妊婦さん自身には影響ありません
が、お母さんから赤ちゃんに産道感染すると、新生児ＧＢＳ感
染症（肺炎・肺血症・髄膜炎など）という重大な病気を起こす
心配があります。赤ちゃんを守るためには、妊娠後期に検査
をし、分娩時の産道感染を予防することが大切です。
　ＧＢＳ検査は、平成28年４月以降に妊娠届を提出した人を
対象とします。
�� �ただし、平成28年３月までに妊娠届を提出した人や、転入
時に母子保健ガイドの交換をした人で、出産予定日が４月１
日以降の人には、受診券を追加交付します。該当の人には、
３月末に案内を送付しますが、妊娠中の人で４月上旬までに
案内が届かない場合は、お問い合わせください。
■問い合わせ先
　・本庁健康増進課　☎955-1117

　市では、２月18日に３人
の新規就農者に奨励金を
贈呈しました。平成27年度
の対象者は、西岡聖智さ
ん（水稲栽培）、平島大輔
さん（黄ニラ栽培）、河本
一平さん（桃栽培）です。３人とも農業に対する大きな展望を
持っていて、今後も地域農業の発展の中核となることが期待
されています。
■問い合わせ先
　・本庁農林課　☎955-6174

新規就農者に奨励金

妊婦健康診査に、不規則抗体検査とＢ群溶血性
レンサ球菌（ＧＢＳ）検査を新たに追加します

個人番号カードを申請したら
「個人番号カード交付通知書」が送付されます

「あかいわ便覧」を発行
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　浄化槽設置補助金の申し込みを４月１日㈮から受け付け
る予定です。
■補助対象者
　住居を目的とした建物、または延べ床面積の2分の1以上
を住居として使用する建物に浄化槽を設置しようとする人
■補助対象地域

①公共下水道事業計画区域と農業集落排水事業計
画区域などを除く地域

②公共下水道事業区域内の一部地域　
※詳細はお問い合わせください。

■申込期限　12月28日㈬
①の場合…申し込み多数の場合は、申し込み期限より前
に締め切ることがあります。

②の場合…基数に制限があるため、抽選になる場合があ
ります。必ずお問い合わせください。

■問い合わせ・申し込み先
　・本庁上下水道課　☎955-2942

　11月・12月の耕作放棄
地解消強化月間に合わせ、
農地の利用状況を調査す
るため、各地域の農業委
員による農地パトロールを
実施しました。
　農地パトロールにより耕
作放棄地や無許可転用などの農地の利用状況を確認して
います。
　農地を農地以外のものに転用する場合は農業委員会
に申請して許可を受ける必要があります。一時的に造成をす
る場合にも、届け出または許可申請が必要となります。
　農地の管理や権利移動、転用などに関する内容について
は、農業委員会までお問い合わせください。
　農業委員会事務局は本庁農林課、各支所産業建設課内
にあります。
■問い合わせ先
　・本 庁 農 林 課　☎955-6174
　・赤坂支所産業建設課　☎957-4824
　・熊山支所産業建設課　☎995-1217
　・吉井支所産業建設課　☎954-1319

■縦覧
　平成28年度の固定資産縦覧帳簿の縦覧期間は次のとお
りです。縦覧できるのは固定資産税の納税義務者です。赤
磐市内の固定資産評価格を縦覧することができます。
　・縦覧期間…４月１日㈮～５月31日㈫
　　　　　　　午前８時30分～午後５時15分
　　　　　　　（市役所閉庁日を除く）
　・縦覧場所…本庁税務課、各支所市民生活課
■閲覧
　ご本人の課税台帳についての閲覧もできますので、ご自
分の資産の状況をお確かめください。閲覧できるのは固定
資産の所有者・納税管理人および閲覧の委任を受けた人
（法人の場合は、その資産を管理する職にある人および閲
覧の委任を受けた人）です。ご自分の借地・借家物件につい
ても閲覧できます。
　なお、縦覧期間以外（６月１日以降）は閲覧手数料300円
が必要になります。
■納期限
　平成28年度の固定資産税納期限は次のとおりですので、
よろしくお願いします。
　・第１期…５月31日㈫　　・第２期…８月１日㈪
　・第３期…９月30日㈮　　・第４期…11月30日㈬
■問い合わせ先
　・本庁税務課　☎955-0952

　２月３日に、市と社会福祉法人�優風会の間で「災害時に
おける福祉避難所施設利用に関する協定」を締結しました。
　災害が発生した場合に備え、優風会の施設である「特別
養護老人ホーム�さくら木」内に、避難行動要支援者が良好
な避難生活を送れるよう「福祉避難所」を開設することにつ
いて、円滑な受け入れ体制を構築していただくための協定
です。
■問い合わせ先
　・本庁くらし安全課　☎955-2650

浄化槽設置補助金

「農地の適正な管理と利用」～農地パトロール～

固定資産税の縦覧・閲覧

災害時における協定を締結しました
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※土日祝祭日は運行しません。

　20歳以上の人は、学生であっても国民年金に加入しなけ
ればなりません。しかし、学生は一般的に所得が少ないため、
本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料が猶予
される「学生納付特例制度」があります。
　学生納付特例の承認期間は４月から翌年３月までとなりま
すので、年度ごとに申請が必要です。
　なお、学生納付特例が承認された期間は、老齢基礎年金
の受給資格期間に算入されますが、年金額には反映されま
せん。就職などで収入が得られるようになった場合は、将来受
け取る年金を増額できる「追納制度」の利用をお勧めします。
　学生納付特例を利用せずに保険料を未納のままにしてお
くと、不慮の事故などで障害が残った時に、障害年金を受け
取ることができない場合がありますので、納付が難しい場合
は申請してください。
　すでに、学生納付特例の承認を受けている人には、４月か
らの申請期間にあわせて日本年金機構からはがき形式の申
請書が送付されます。これに必要事項を記入して返送する
ことで、申請ができます。なお、このはがきが届かなかった人
や在学する学校を変更した人などは、通常どおり窓口での
申請が必要です。
■申請に必要な物
　・在学証明書または学生証
　・印鑑
■問い合わせ先
　・本庁市民課国保年金班　☎955-1113

　４月１日㈮から赤磐市広域路線バス＜赤磐・美作線＞を平
日朝１便増便します（その他の変更はありません）。
■主な停留所の通過予定時刻（増便分）

　
　なお、赤磐市広域路線バス・宇野バス複合時刻表を広報
あかいわ５月号に折り込む予定です。
　バスは、利用者一人あたりのＣＯ２排出量が少なく、多くの
人が利用することで交通渋滞や交通事故も減らせます。
　ぜひバスをご利用ください。
■問い合わせ先
　・本庁秘書企画課政策企画班　☎955-2692

　春は異動の多い時期です。離職や就職をしたときには届
け出が必要な場合があります。
■離職したとき
　職場の健康保険の資格がなくなった場合は、次の①から
③のどれかを選びます。

①今までの健康保険を任意継続する
②家族の健康保険の被扶養者になる
③国民健康保険に加入する
※国民健康保険に加入する場合は、職場の健康保険を
やめた証明書、印鑑などが必要です。加入する人によ
り必要な書類が違いますので、お問い合わせください。

■就職したとき
　就職して職場の健康保険に加入したり、その被扶養者に
なった場合は、国民健康保険をやめる届け出が必要です。
※届け出には、職場の健康保険証、国民健康保険証、印
鑑が必要です。

※職場の健康保険の加入日以降に国民健康保険証を使
用して医療機関などを受診した場合は、国民健康保険
で負担した医療費を返還していただくことがありますの
で、ご注意ください。

■問い合わせ先
　・本庁市民課国保年金班　☎955-1113
　・赤坂支所市民生活課　☎957-2226
　・熊山支所市民生活課　☎995-1214
　・吉井支所市民生活課　☎954-1183

　昭和56年5月31日以前の旧建築基準で建てられた建築
物は、一般的に地震に弱いとされています。
　市では、地震に強く安全で安心なまちづくりを推進するた
め、古い基準で建てられた木造住宅の耐震診断を行う人に
対して経費の一部を補助しています（自己負担額１万円）。
まずは、専門家による耐震診断を受けて住宅の耐震性を確
認しましょう。診断の結果、耐震性が一定の基準に満たな
かった場合は、耐震改修工事の経費の一部（対象事業費の
23％、上限30万円）を補助する制度も利用できます。　
　大地震に備えて自宅の耐震化を進めましょう。
■受付開始日　４月４日㈪
※受付順に審査を行い、補助金の交付決定額が予算額
に達した時点で受付を終了します。補助要件や手続き
など、詳しくはお問い合わせください。

■問い合わせ・申し込み先
　・本庁都市計画課　☎955-1485

4月1日から平成28年度の国民年金保険料
学生納付特例の申請を受け付けます

赤磐市広域路線バス＜赤磐・美作線＞を
平日朝1便増便します

国民健康保険への加入・脱退の
届け出をお忘れなく！！

木造住宅の耐震診断・改修事業の受付

市政情報
MUNICIPAL GOVERNMENT
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　平成２８年度介護保険料額は、６月にならなければ所得や市町村民
税が確定しないため、それまで決定することができません。そこで、
介護保険法第１４０条に基づき前期（平成２８年４月・６月・８月）を仮
徴収期間とし、仮徴収期間は平成２８年２月分と同じ金額を特別徴収

（年金天引き）します。
　所得や市町村民税が確定した後、平成２８年度介護保険料年額決
定通知書（６月下旬ごろ送付予定）で、前期の金額とともに後期（平
成２８年１０月・１２月・平成２９年２月）を合わせてお知らせします

平成28年度
介護保険料の
仮徴収について

＜平成28年度介護保険料＞

平成28年2月に
特別徴収した額

（平成27年度保険料）

28年4月 28年6月 28年8月 28年10月 28年12月 29年2月

← 前　　　期 → ← 後　　　期 →
仮徴収期間 所得･市町村民税確定後に決定した介

護保険料額から、4･6･8月の仮徴収額
を差引きし、3回に分けて徴収（決定
通知書は6月下旬ごろ送付予定）

（※6月に介護保険料が確定し、前期
と後期で差が大きい場合は、8月分に
特別徴収する金額を増減して調整さ
せていただくこともあります）

4・6・8月は平成28年2月と同額を仮徴収

介 護 保 険 料 の 算 定

新たに特別徴収される人
　平成28年4月・6月で新たに特別徴収（年金天引き）となる
人については、1回分の仮徴収金額が前年度（平成27年度）
の介護保険料額の6分の1の額となります。該当者には別途
お知らせします。

●問い合わせ先／介護保険課介護保険班 ☎955-1116

介護保険料特別徴収
（年金天引き）の

皆さんへ
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　教育委員会では「子どもは赤磐の宝」をキャッチフレ
ーズに一言声かけ運動に取り組んでいます。
　山陽地内・桜が丘西地内にあった啓発看板の色落ち
や破損が激しかったため修繕を実施しました。修繕にあ
たり、啓発看板のデザイン画をそれぞれ高陽中学校美術
部、桜が丘中学校美術部の生徒にお願いして完成しまし
た。どちらの作品も、地域の皆さんが子どもたちの健や
かな成長を願い、見守り、声かけしている様子が描かれ
ています。
　引き続き、子どもたちの登下校中や近所で見かけたと
きなど、気軽に声をかけてくださいますようお願いします。

一言声かけ運動実施中
青少年健全育成啓発看板が完成

タウン・トピックス

2016.1 ▶ 2016.2

　１月27日、大規模地震と吉井川決壊を想定し、とよた
保育園・豊田小学校合同避難訓練が行われました。
　これは、日ごろから隣接する保育園と小学校が行事な
どを通して連携を深める取り組みのひとつ。
　今回は一緒に手をつないで避難することを主な目的と
して、地元のボランティアなどが安全を見守る中、熊山
公民館２階へ徒歩で移動しました。避難完了後は防災士
から「この訓練を生かし、災害について家族で話し合っ
てほしい」という話がありました。児童からは「貴重な経
験ができて良かった」という感想が聞かれました。

大地震・津波に備えて…
とよた保育園・豊田小学校合同避難訓練

　２月６日、中央公民館で赤磐市青少年健全育成推進大
会を開催し、約２３０人の参加がありました。
　大会では「明るい家庭づくり」作文の小・中学生の部
で最優秀賞、保護者の部で入選に輝いた皆さんの表彰式
と作文発表、赤磐・加賀支部中学生弁論大会最優秀賞受
賞者の弁論発表、記念講演が行われました。
　作文発表では、家庭での出来事や家族とのふれあいの
中から家族の大切さや自分の役割を見つめ直したことな
ど、心温まるさまざまなエピソードを子どもたちの素直な
感性で表現した作文が披露されました。
　記念講演では、鳴門教育大学大学院教授の阪根健二さ
んが、「社会全体で子どもを見守ることとは－学校・家
庭・地域との連携を考える－」と題して、他県の事例を紹
介しながら、学校・家庭・地域それぞれの取り組みにつ
いてユーモアを交えて分かりやすく話され、会場の皆さ
んは最後まで熱心に聞き入っていました。

家族の大切さや心温まるエピソードとともに
青少年健全育成推進大会

高陽中学校美術部デザイン（山陽地内）

桜が丘中学校美術部デザイン（桜が丘西地内）
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　２月１日、この日100歳を迎えられた長久シモさんのお
祝いに、市長や市職員が訪問しました。市長からお慶び
状やお祝いの花束が贈られると、「ありがとうございま
す」と嬉しそうに受け取られました。
　シモさんの趣味は、野球や相撲などのスポーツ観戦
で、ゲートボールにもよく行っていたそうです。好き嫌い
なく何でも食べることと、好きなことを楽しんで生活して
きたことが、長寿につながっています。

100歳おめでとうございます
長久シモさん（仁堀西）

　２月７日、中央公民館で、市内在住の防災士が集ま
り、あかいわ防災士連絡会設立総会が開催されました。
　市は、防災士がその能力を発揮するためには防災士
相互のネットワークが必要と考え、設立を支援。自主防
災組織活動の牽引や、防災啓発を行うリーダー的な人
材育成を目的として、県内の自治体では初めて平成24
年度より開催してきた「防災士養成研修講座」も本年度
で４回目の開催となりました。その効果もあり、市内の
防災士の数は平成28年１月末現在で145人に達していま
す。（日本防災士機構による）
　総会後に行われた防災講演では、より一層の防災知
識の習得に努めた防災士の皆さん。今後は、市と連携し
ながら、市民への防災意識の啓発活動や、防災訓練の
企画・運営、万が一の災害発生時においては情報の収
集・伝達・避難支援・避難所運営といった防災活動を担
うなどの協力をしていただきます。

災害に備えるネットワークを！
あかいわ防災士連絡会設立総会

　２月21日、第16回吉井つちのこ駅伝大会が開催され、
子どもから大人まで総勢43チームが集まり、健脚を競い
合いました。参加選手たちは、沿道から熱い声援を受け
ながら中継所で待つ仲間にタスキをつないで、全チー
ムが完走しました。　

■大会結果
＜小学校３年生以下の部＞
　◦１位………進撃の小人
　◦２位………ひがし小３年ファイヤーズ
　◦３位………マラソンヒーロー
＜小学校４年生以上男子の部＞
　◦１位………赤磐ソフトボールＡ
　◦２位………プチット族
　◦３位………ファイアードラゴン４
＜小学校４年生以上女子の部＞
　◦１位………ＳＫＧ５
　◦２位………55555
　◦３位………東魂５
＜一般男子の部（中学生以上）＞
　◦１位………さくら走練〔極〕
　◦２位………吉井中学校男子Ａ
　◦３位………パンパーズ
＜一般女子の部（中学生以上）＞
　◦１位………さくら走練
　◦２位………吉井中学校女子Ａ
　◦３位………吉井中学校女子Ｂ

寒さを吹き飛ばし、快走！
第16回吉井つちのこ駅伝大会
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2月21日、城南小学校
をスタート・ゴール地
点に吉井つちのこ駅
伝 大 会が行われまし
た。前日の雨もすっか
り上がり、参加した選
手たちは元 気 いっぱ
いに走り切りました。レース後に、会場で振る舞われた
うどんを食べながら、選手たちはチームでタスキをつ
なげた喜びを分かち合っているようでした。

今 月 の 表 紙

▶映画「種まく旅人～夢のつぎ木～」の主題歌が決
まったと発表されました。ロケ地や主題歌などが少
しずつ分かってきて、劇場公開されるのが楽しみで
すね。（藤原）

▶いよいよ春。だんだんと過ごしやすくなりました
ね。しかし、花粉症の人にはつらい季節がやってきて
しまいました。私もその一人。しっかり対策して、花
粉の飛散に備えたいです。（栗政）

編 集 者 の つ ぶ や き

　宝くじの受託事業収入を財源と
して実施している財団法人自治総
合センターのコミュニティ助成事
業を活用し、可真下区 可真下一支
部 の 地 区 集 会 所 整 備を 行 いまし
た。この助成は、宝くじの社会貢献広報事業として、地
域社会の健全な発展と住民福祉の向上に役立てるため

全国で活用されているも
ので、この地区集会所の
完成により、地域の自主
的 な 活 動 がますます 活
発に行われることが期待
されます。

地区集会所が完成しました
宝くじの社会貢献広報事業

　映画『種まく旅人～夢のつぎ木～』の主題歌
が決定しました！ 主題歌を歌うのは、男性アコ
ースティックデュオの“にこいち”。タイトルは

「夢の続き」です。
　この歌を作詞作曲するにあたり、神戸市出身
のふたりは赤磐市に足を運び、桃畑の風景を
見たり地元農家の皆さんと話をしたりしてイメ
ージを膨らませたそう。「自然あふれる赤磐の
明るい未来を願って詞をつづった」という歌は

ゆったりとしたバ
ラード調で、聴く
人の心を揺さぶり
ます。
　２月１５日には石
相小学校を訪れ、

全校児童の前で初披露。この歌を通じて交流
した児童は「歌詞に勇気づけられました。早く
映画が見たいです」と今年秋の公開を楽しみ
にしている様子でした。

映画「種まく旅人～夢のつぎ木～」
主題歌は“にこいち”が歌う「夢の続き」

　２月６日、桜が丘いきいき交流センターで、市と男女共
同参画団体ネットワーク共催により、男女共同参画セミナ
ーを開催しました。
　小谷みどりさん（第一生命経済研究所主席研究員）を
講師にお迎えし「自分らしく最後まで～笑顔で暮らせる
終活のススメ～」と題して行われた講演では、死ぬとき
はぽっくり死にたいと思うなら下着はいつも清潔なもの
を身につけること、かかりつけ医を持つこと、写真を撮
っておくことなど今日から取り組める話や、東京では約３
割の人が火葬のみ行うという現状を挙げながらお葬式
やお墓には人の数だけ正解があること、遺言書を用意し
ておけば残された家族が困ることなく手間も省けること
などが説明され、男性も女性も元気なうちから準備して
いきましょうと紹介された興味深い事例の話に参加者は
引きこまれた様子でした。
　参加者からは、「終末期の過ごし方や考え方が分かっ
た」「エンディングノートを描いてみようと思う」などの
感想が聞かれました。

自分らしく最後まで
男女共同参画セミナー
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読
者
の

広
場
　

㉄秘書企画課 ☎︎955-4770

このコーナーでは、
みなさんからの投稿を
お待ちしています。
６月号は４月１４日㈭が
記事の締め切りです。

　

琴
や
尺
八
の
演
奏
、詩
吟
や
カ
ラ
オ

ケ
、子
ど
も
た
ち
の
踊
り
な
ど
日
ご
ろ

の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆�

日
時
／
４
月
24
日
㈰

　

午
前
９
時
～

◆
場
所
／
く
ま
や
ま
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
熊
山
文
化
協
会
事
務
局

　

☎（
９
９
５
）０
０
３
４

・
熊
山
公
民
館

　

☎（
９
９
５
）１
３
６
０

熊
山
文
化
協
会「
春
の
文
化
祭
」

催し

　

市
指
定
文
化
財
で
あ
る「
伝
足
利

義
政
供
養
塔
・
伝
日
野
富
子
墓
塔
」の

あ
る
自
性
院
で
、日
野
富
子
の
供
養

祭
を
開
催
し
ま
す
。餅
つ
き
・
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

先
着
１
０
０
人
に
く
じ
付
き
せ
ん
べ

い
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

◆�

日
時
／
４
月
24
日
㈰

　

午
前
10
時
30
分
～

◆�

場
所
／
小
川
山
常
念
寺
自
性
院

（
沢
原
１
２
０
８
）

◆�

主
催
／
日
野
富
子
供
養
祭
実
行
委
員
会

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
小
川
山
常
念
寺
自
性
院

　

☎（
９
９
５
）１
５
４
１

日
野
富
子
供
養
祭

催し

　

昭
和
歌
謡
か
ら
フ
ォ
ー
ク
、オ
ー
ル

デ
ィ
ー
ズ
、ビ
ー
ト
ル
ズ
、ベ
ン
チ
ャ
ー

ズ
ま
で
、懐
か
し
の
音
楽
を
お
届
け
し

ま
す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆�

日
時

・
第
１
部
…
４
月
10
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
６
時

・
第
２
部
…
４
月
24
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
６
時

◆
場
所
／
中
央
公
民
館　

大
集
会
室

◆
入
場
料
／
無
料

◆
主
催

・
第
１
部
…
山
陽
ラ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

・
第
２
部
…
山
陽
音
響
＆
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
犬
飼 

☎
０
９
０（
６
８
４
０
）５
５
６
４

山
陽
テ
ケ
テ
ケ
大
会

催し

　

１
月
10
日
に
西

山
公
民
館
で
、チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
を
行
い
ま
し
た
。

会
場
に
詰
め
か
け

た
約
１
５
０
人
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
生

バ
ン
ド
演
奏
や
踊
り
を
楽
し
み
、多
く

の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
募

金
は
、赤
磐
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
全

額
寄
付
し
て
い
ま
す
。ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

山
陽
ラ
テ
ン
バ
ン
ド 

第
28
回

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

投稿

　

旧
赤
坂
町
で
親
し
ま
れ
て
い
た
「
な

か
よ
し
コ
ン
サ
ー
ト
」
や
「
赤
磐
市
音
楽

祭
」で
、平
成
２
年
か
ら
26
年
間
に
わ
た

り
演
奏
を
披
露
し
て
い
た
メ
ン
バ
ー
が

登
場
し
、お
な
じ
み
の
曲
を
楽
し
い
ト
ー

ク
で
紹
介
し
ま
す
。

◆�

日
時
／
４
月
17
日
㈰ 

午
後
２
時
開
演

◆�

場
所
／
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル

◆�

入
場
料
／
大
人
千
円
、中
学
生
以
下

ベ
リ
ウ
ス
弦
楽
四
重
奏
団 

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

南
出
信
一

催し

５
０
０
円

◆�

内
容
／
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト『
ア
イ
ネ
・
ク

ラ
イ
ネ
・
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク
よ
り
第
１

楽
章
』、チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー『
弦
楽
五

重
奏
曲「
鱒
」よ
り
第
４
楽
章
』、ス
ー

パ
ー
曲
当
て
ク
イ
ズ
、ハ
チ
ャ
ト
リ
ア
ン

『
剣
の
舞
』ほ
か

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
佐
份
利 
☎（
９
５
７
）２
１
０
７

　

毎
年
恒
例
の
岩
神
大
祭
を
開
催
し

ま
す
。「
落
ち
そ
う
で
落
ち
な
い
」こ
と

か
ら
受
験
生
に
人
気
が
あ
る
ゆ
る
ぎ

岩
を
ご
神
体
と
し
た
神
社
で
す
。当
日

は
、も
ち
投
げ
や
模
擬
店
を
行
い
ま
す

の
で
家
族
や
友
達
を
誘
っ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

◆�

日
時
／
４
月
17
日
㈰ 

午
前
10
時
～

◆
場
所
／
岩
神
神
社

※ 

雨
天
の
場
合
は
、惣
分
会
館
に
変
更
し
ま
す
。

◆
主
催
／
赤
磐
市
惣
分
地
区
岩
神
保
存
会

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
会
長  

森 

☎（
９
５
７
）２
７
５
６

岩
神
大
祭

催し
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Reader'sSquare
読者の広場

　

あ
か
い
わ
文
化
協
会
で
は
、広
島
県
安

芸
高
田
市
と
世
羅
町
方
面
へ
視
察
研
修

事
業
を
行
い
ま
す
。

　

安
芸
高
田
で
は
、３
千
人
が
収
容
で
き

る
神
楽
ド
ー
ム
で
神
楽
の
視
察
を
し
ま

す
。
そ
し
て
、世
羅
町
で
は
大
田
荘
歴
史

館
を
見
学
し
、歴
史
と
文
化
の
諸
相
に
触

れ
ま
す
。ま
た
、車
内
で
は
人
権
研
修（
Ｄ

Ｖ
Ｄ
の
視
聴
）を
予
定
し
て
い
ま
す
。

あ
か
い
わ
文
化
協
会
視
察
研
修
事
業 

参
加
者
募
集

催し

◆�

日
時
／
５
月
29
日
㈰ 

午
前
７
時
20
分
集
合

◆
集
合
場
所
／
中
央
公
民
館

◆
定
員
／
60
人（
先
着
順
）

◆
参
加
費
／
一
般
６
５
０
０
円

◆
申
込
期
限
／
４
月
26
日
㈫

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
あ
か
い
わ
文
化
協
会
事
務
局

　

☎
０
９
０（
７
９
９
２
）０
２
９
６

　

※
火
曜
日
午
前
中
の
み

　

薬
の
専
門
家
で
あ
る
薬
剤
師
が
ク
イ

ズ
や
雑
学
も
交
え
て
、楽
し
く
、分
か
り

や
す
く
、お
薬
の
話
を
し
ま
す
。皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆�

日
時
／
４
月
21
日
㈭

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

◆
場
所
／
中
央
公
民
館
２
階
視
聴
覚
室

◆�

内
容
／
①
病
院
で
処
方
箋
を
も
ら
っ
た

ら 

②
薬
の
正
し
い
保
管
方
法 

③
薬
を

服
用
す
る
と
き
に
注
意
す
る
こ
と 

④

薬
の
雑
学
ク
イ
ズ
に
挑
戦
！

「
知
っ
て
安
心
！ 

知
っ
て
得
す
る
！ 

お
く
す
り
教
室
」

催し

◆�

対
象
／
一
般

◆�

参
加
費
／
無
料

◆�

定
員
／
80
人（
先
着
順
）

◆�

申
込
期
限
／
４
月
20
日
㈬

◆�

主
催
／
岡
山
県
薬
剤
師
会
東
備
支
部

◆�

問
い
合
わ
せ・
申
し
込
み
先

・
お
か
や
ま
薬
局
山
陽
店

　

☎（
９
５
５
）０
０
８
０

※ 

受
付
時
間
／
月
・
火
・
木
・
金
…
午
前
９
時

～
午
後
６
時
、水
・
土
…
午
前
９
時
～
正
午

●お子さんの写真を大募集！
　「げんきッズ！あかいわ」では、3歳までのお子さん（5月・6月生まれ）の写
真をお待ちしています。掲載を希望する人は①写真（返却はありません） 
②氏名（ふりがな） ③性別 ④生年月日 ⑤住所 ⑥電話番号 ⑦FAX番号 
⑧メールアドレス ⑨保護者氏名 ⑩簡単なコメント（30字程度） を添えて
ください。6月号の締め切りは4月14日㈭までです。
［あて先］ 〒709-0898 赤磐市下市344 赤磐市役所秘書企画課

 E-mail／akaiwa_info@city.akaiwa.lg.jp

げんきッズ！あかいわ

吉
よ し む ら

村 空
そ ら な

菜 ちゃん
（桜が丘東2）

平成25年4月8日生まれ

「ママ」や「アンパンマン」
もいいけれど、たまには
パパとも遊んでね！

お父さんの
洋輔さんから

竹
た け よ し

好 椛
か れ ん

恋 ちゃん
（上市）

平成27年3月18日生まれ

健康優良児の椛恋♪
お姉ちゃんと仲良く
大きくなーれ♡

お母さんの
香織さんから

新
春
に
五
歳
の
女
孫
と
オ
セ
ロ
す
る
負
け
て
や
り
た
き
気
持
ち
を
内
に

濃
み
ど
り
に
抱
か
れ
て
覗
く
万
年
青
の
實
初
日
を
浴
び
て
ル
ビ
ー
の
ご
と
も

草
刈
機
の
燥
音
に
跳
び
退
く
蛙
ら
よ
可
哀
想
な
り
可
笑
さ
も
あ
り

霜
月
の
昔
の
遊
び
を
童
ら
と
オ
ー
ル
ド
は
共
に
溢
る
る
活
気

温
暖
の
師
走
に
咲
き
し
寒
椿
退
院
の
吾
に
活
路
を
与
う

柚
子
の
香
の
湯
舟
に
浸
り
て
晩
学
の
詩
歌
は
め
ぐ
り
う
つ
つ
の
充
ち
来
る

セ
ラ
ピ
ス
ト
の
腰
の
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
歩
む
院
外
の
景
色
は
冬
の
日
差
し
よ

師
走
に
入
り
お
ち
こ
ち
の
富
有
柿
は
鈴
生
り
て
食
べ
物
の
無
き
戦
後
を
憶
う

子
や
孫
と
新
春
を
祝
ぐ
賑
わ
い
に
笑
い
あ
ふ
る
る
夜
の
深
け
る
ま
で

稜
線
を
茜
に
染
め
て
昇
り
く
る
初
日
の
光
は
吾
を
輝
か
す

庭
隅
の
年
を
越
し
た
る
蜜
柑
の
實
寒
さ
に
耐
え
て
増
し
来
る
甘
味

過
疎
地
区
の
明
家
の
前
庭
に
萌
え
立
つ
る
楓
に
う
つ
と
り
と
師
走
九
日

久
に
逢
い
て
後
期
高
齢
を
嘆
く
友
「
私
も
そ
う
よ
」
と
励
ま
し
合
う
も

セ
ピ
ア
色
の
結
婚
式
の
写
真
ゆ
「
元
気
を
出
せ
」
と
亡
夫
の
声
聴
く

若
き
日
を
労
苦
に
耐
え
来
て
正
月
は
曾
孫
に
囲
ま
れ
満
ち
る
仕
合
せ

咲
く
山
茶
花
椿
の
ほ
つ
ほ
つ
綻
び
て
霜
を
置
く
前
庭
は
華
や
ぐ
未
年
の
瀨

菜
花
つ
む
手
元
よ
り
春
の
ひ
か
り
発
つ
人
恋
う
こ
こ
ろ
よ
吾
の
裡
に
あ
れ

熊
山
わ
か
ば
会

投稿

万
代　

宣
子

竹
井　

愛
子

岡
野
美
登
里

小
野　

充
恵

山
田　

貞
子

須
藤　

貞
子

芳
形　
　

操

森
田　

経
子

浜
田　

政
恵

宇
高　

圭
子

小
野　

境
子

小
野　

房
子

川
崎　

朋
子

石
田　

乙
江

暮
地
岩
い
さ
よ

南　
　

順
子

小
倉　

庸
代

……………………………………………
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広告掲載に関するお問い合わせは、広告取扱業者の株式会社ホープ（☎086-905-0670）へ直接ご連絡ください。

い
き
い
き

い
き
い
き

き
ら
り

41

歌
を
通
じ
て

つ
な
が
り
を
深
め
る

　
石
相
小
学
校
で
は
、
平
成
26
年
度
に
、
歌
を

通
じ
て
校
内
は
も
ち
ろ
ん
地
域
な
ど
と
も
つ

な
が
り
を
深
め
よ
う
と
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た

「B
elieve a D

ream

（
ビ
リ
ー
ブ
・
ア
・
ド

リ
ー
ム
）」
と
い
う
歌
は
、「
夢
」
と
い
う
言
葉

か
ら
思
い
浮
か
ぶ
言
葉
を
全
校
児
童
で
出
し

合
い
、
教
諭
が
歌
詞
に
ま
と
め
、
作
曲
を
し
て

完
成
し
た
も
の
。
仲
間
を
思
い
や
る
絆
や
前
を

向
い
て
進
も
う
と
す
る
希
望
が
感
じ
ら
れ
る

美
し
い
曲
で
す
。

　
こ
の
曲
を
ず
っ
と
残
し
て
い
き
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
児
童
会
を
中
心
に
「
ド
リ
ー

ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
生
ま
れ
、
Ｃ
Ｄ
に
す

る
こ
と
に
。
Ｃ
Ｄ
は
（
１

枚
３
０
０
円
で
）
販

売
も
さ
れ
、
材
料
費

を
除
い
た
金
額
（
約

１
５
０
円
）
を
ユ
ニ

セ
フ
協
会
に
寄
付

す
る
活
動
も
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
３
月
に
は
、
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式

典
で
、「B

elieve a D
ream

」
の
合
唱
を
披
露
。

そ
の
様
子
は
、
赤
磐
市
を
舞
台
と
し
た
映
画

『
種
ま
く
旅
人
～
夢
の
つ
ぎ
木
～
』
の
１
シ
ー

ン
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
縁
か
ら
、
２
月
15
日
に
は
、
映
画
の
主

題
歌
『
夢
の
続
き
』
を
歌
う
男
性
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
デ
ュ
オ
の
「
に
こ
い
ち
」
が
、
石
相

小
学
校
を
訪
れ
、
児
童
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
に
こ
い
ち
は
、「
一
面
に
広
が
る
桃
畑
を
見

た
感
動
を
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
し
た
」
と
作
詞
作
曲

に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
な
が
ら

主
題
歌
を
初
披
露
。
全
校
児
童
か
ら
は
そ
の
お

礼
に
と
「B

elieve a D
ream

」
の
澄
み
わ
た

る
歌
声
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
に
は
、
さ
ら
に
歌
声
が
広
が
る

学
校
づ
く
り
を
し
よ
う
と
、
学
年
ご
と
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
だ
石

相
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
。
歌
う
こ
と
で
交
流

が
生
ま
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
描
く
夢
も
広
が
っ

て
い
く
よ
う
で
す
。

石
相
小
学
校 

（
ド
リ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

「にこいち」と交流を深めたドリームコンサート市制10周年記念式典で全校児童が合唱

「Believe a Dream」
CDジャケット
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